
内閣府

令和４年度 令和５年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ
３つを超える

場合
施策名：１．公文書管理の適正な実施

001
国立公文書館の展示・運営の在り方等に関する調査
検討経費

平成２０年度 － 15 15 0 点検対象外
事業内容の
一部改善

昨年に続き執行率が低い状況であり、当該事業の目的
や内容に沿って、必要に応じて事業内容を見直すべ
き。なお、執行にあたっては事業の有効性・効率性・
成果について適切かつ的確に検証すべき。

15 49 34 - 
執行等改

善

平成29年度に基本計画を策定した後、令和元年度には基本設計を策定する等、
所要の準備を着実に進めてきたところであるが、令和２年度は、建設予定地に
埋蔵文化財が発見され、これにより新たな国立公文書館の完成が遅れる見込み
となり、開館に向けたスケジュールの修正、関係各所との調整や諸課題の整理
を行ったため、結果として、執行率が低くなった。
　令和３年度は、５月に実施設計が取りまとまり、これによりハード面の検討
に区切りがついたため、７月に外部有識者からなる「魅力ある新国立公文書館
の展示・運営の在り方に関する検討会」を立ち上げ、ソフト面（展示・運営）
の検討を進めるべく、検討会を３回実施した。検討会では今後の予定も議論を
行い、令和５年度に展示・運営の基本構想を取りまとめることとし、これに基
づき、展示基本計画(令和５年度)、展示基本設計(令和６年度)、展示実施設計
(令和７年度)を策定することを決定した。
　令和４年度は、検討会における議論を進めるため、類似施設調査・視察等を
行うこととし、委託調査を実施している。
　令和５年度は、検討会で決定した今後の予定に基づき、展示運営基本構想の
とりまとめ、展示基本計画の策定をするため、必要な情報収集・類似施設調査
等を行うこととし、今次概算要求に所要の予算を計上した。
　新館建設に向けての検討の状況について、一層丁寧な説明に努めるととも
に、適切な予算執行を行ってまいる所存。

大臣官房
公文書管理課

一般会計
（項）公文書等管理政策費
（大事項）公文書等管理政策
に必要な経費

内閣
府

- 0001 - - - - - - - 令和３年度 ○

施策名：２．政府広報の戦略的な展開

002 放送諸費 昭和２４年度 令和３年度 411 411 401 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を
最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努め
ること。

- - - 
予定通り
終了

所見を踏まえ、今後の事業において、検証も含めた効率的・効果的な事
業の実施、予算の執行に努める。

大臣官房
政府広報室

一般会計
（項）政府広報費（大事項）
政府広報の実施等に必要な経
費

内閣
府

- 0002 - - - - - - - 令和３年度

003 出版諸費 昭和２４年度 令和３年度 793 793 789 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を
最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努め
ること。

- - - 
予定通り
終了

所見を踏まえ、今後の事業において、検証も含めた効率的・効果的な事
業の実施、予算の執行に努める。

大臣官房
政府広報室

一般会計
（項）政府広報費（大事項）
政府広報の実施等に必要な経
費

内閣
府

- 0003 - - - - - - - 令和３年度

004 事業諸費 昭和２４年度 令和３年度 3,444 13,638 11,659 

異なる活動内容に対して成果目標と成果実績がすべて同じだが、例え
ば、活動内容「インターネット広告」と政府広報オンラインのPVは直接
関係がないのではないか。活動内容に即した成果目標を設定すべき。ま
た、経費を要さないSNSでの情報発信を検討すべき。

終了予定

外部有識者の所見も踏まえ、今後、同種の事業を実施
する際は、外部有識者の所見も踏まえ成果目標を設定
するなどし、当該事業の知見を最大限生かして、効率
的・効果的な事業の実施に努めること。

- - - 
予定通り
終了

「インターネット広告」では、インターネット広告の掲載を通じて、国
民に対して、政府の重要施策等の内容や必要性等について周知し、施策
等の理解と協力を求めることを活動内容としているところ、広告をク
リックした者が閲覧するページに政府の重要施策を分かりやすく紹介し
た「政府広報オンライン」を設定する等している。このことから、政府
広報オンラインのPV数の増加は、政府の重要施策を分かりやすく紹介し
た「政府広報オンライン」の閲覧者数が増加することを示しており、施
策の内容や必要性等の周知、理解と協力を達成することができたか否か
の成果指標（アウトカム）としてきたところ。また、他も同様に、政府
の重要施策等の内容や必要性等について周知し、施策等の理解と協力を
求めることを活動内容としているため、同様の理由により、成果指標
（アウトカム）としてきたところ。今後の事業において、ご指摘の点を
踏まえ、より活動内容に即した成果目標の設定を検討するなど、効率
的・効果的な事業の実施に努めてまいりたい。なお、SNSでの情報発信に
ついては、政府広報として既に各種SNS（Twitter、Facebook、
Instagram）を活用した情報発信を行っており、今後も積極的な情報発信
を行ってまいりたい。

予備費（10,193百万円）
大臣官房
政府広報室

一般会計
（項）政府広報費（大事項）
政府広報の実施等に必要な経
費

内閣
府

- 0004 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度

005 政府広報ホームページ事業諸費 平成１４年度 令和３年度 133 133 128 

事業の目的欄に「政府広報全般の目的」が記載されているが、この事業
は「政府広報ホームページ事業」なのであるから、「政府広報ホーム
ページ事業」の目的を記載すべき。でないと目的には「CM,インター
ネット広告、新聞広告等の様々な広報媒体を用いて」とあるのに、事業
概要にはウェブサイトのみ記載であり目的と事業が合致しない。一者応
札の部分については工夫をお願いしたい。

終了予定

外部有識者の所見も踏まえ、今後、同種の事業を実施
する際は、外部有識者の所見を踏まえた事業目的を設
定し、当該事業の知見を最大限生かして、効率的・効
果的な事業の実施に努めること。

- - - 
予定通り
終了

所見を踏まえ、今後の事業において、適切な事業目的の設定、効率的・
効果的な事業の実、一者応札の是正に努める。

大臣官房
政府広報室

一般会計
（項）政府広報費（大事項）
政府広報の実施等に必要な経
費

内閣
府

- 0005 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度

006 戦略的広報経費（国内） 平成２５年度 令和３年度 4,936 7,512 7,511 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努めること
とし、効率的に執行した実績を概算要求に反映させる
こと。

- - - 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努めるとともに、効率的に執行
した実績を今後の事業に反映させるよう努める。

大臣官房
政府広報室

一般会計
（項）政府広報費（大事項）
政府広報の実施等に必要な経
費

内閣
府

- 0006 - - - - - - - 令和元年度

007 戦略的広報経費（国際） 平成２５年度 令和３年度 129 - - 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努めること
とし、効率的に執行した実績を概算要求に反映させる
こと。

- - - 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努めるとともに、効率的に執行
した実績を今後の事業に反映させるよう努める。

大臣官房
政府広報室

一般会計
（項）政府広報費（大事項）
政府広報の実施等に必要な経
費

内閣
府

- 0007 - - - - - - - 令和元年度

008 国際広報経費 平成２６年度 － 3,391 3,391 4,677 点検対象外 現状通り

調達に当たって、一般競争入札を行っているものの、
一者応札となっているものが複数見られることから、
仕様書の見直しなどより一層、競争性の確保に努める
こと。

3,309 3,693 384 - 現状通り
引き続き、一般競争入札において仕様書の見直しや公告期間の十分な確
保等を行うことにより、より一層の競争性の確保に努める。

重要政策推進枠
627

大臣官房
政府広報室

一般会計
（項）政府広報費（大事項）
政府広報の実施等に必要な経
費

内閣
府

- 0008 - - - - - - - 令和２年度

009 世論調査等諸費 昭和２２年度 － 179 179 79 点検対象外 現状通り

平成３０年度の公開プロセスで指摘された内容を踏ま
え、引き続き、事業者が幅広く参加可能となるよう、
仕様書の見直しなどに努め、引き続き、コストの削減
に努めること。

173 172 ▲1 - 現状通り

・引き続き、事業者が広く参加可能となるよう調達の改善に努める。ま
た、調査コストの削減に努める。
・過去に蓄積された知見に加え、引き続き調査・検討を行うことによ
り、最適な調査方法を検討していく。

大臣官房
政府広報室

一般会計
（項）政府広報費（大事項）
政府広報の実施等に必要な経
費

内閣
府

- 0009 - - - - - - - 平成３０年度

施策名：３．アイヌ政策の推進

010 アイヌ政策推進交付金 令和元年度 － 2,003 1,976 1,930 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努めること
とし、効率的に執行した実績を概算要求に反映させる
こと。

2,053 2,343 290 - 現状通り
事業を実施する市町村と連携し、行政事業レビュー推進チームの所見を
踏まえて、引き続き、効果的・効率的な事業の実施等に努める。

重要政策推進枠：
541

大臣官房
アイヌ施策推進室

一般会計
（項）アイヌ政策推進費
（大事項）アイヌ政策の推進
に必要な経費

内閣
府

- 0010 - - 令和２年度 ○

施策名：４．経済財政に関する施策の推進

011 政府調達苦情処理の推進に必要な経費 平成８年度 － 2 2 - 
成果指標は変えた方が良いのではないか。行政訴訟が提起されない場合
の方が多く、その際には、訴訟提起がなされた場合とは異なる成果指標
の適用が望ましい。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、成果指標の見直しを検討
するとともに、引き続き、事業の適切な進捗管理、予
算の効果的かつ効率的な予算執行に努めること。

2 2 - - 現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、成果指標の見直しを検討するとともに、引
き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ効率的な予算執行に
努める。

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0011 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度 　

012 対日直接投資の促進に必要な経費 平成１３年度 － 2 2 0 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ
効率的な予算執行に努めること。

2 3 1 - 現状通り
所見を踏まえ、事業の適切な進捗管理、効果的かつ効率的な予算執行に
努める。

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0012 - - - - - - - 令和２年度

013 道州制特区の推進に必要な経費 平成１８年度 － 1 1 0 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ
効率的な予算執行に努めること。

1 1 - - 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ効率的な予算執行
に努める。

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0013 - - - - - - - 令和２年度

014 民間資金等活用事業調査等に必要な経費 平成１３年度 － 308 341 305 

レビューシートの書きぶりは、読んでいてよく分かるので、良い。付け
加えるとすれば、経済財政諮問会議の改革工程表に従った事業展開に
なっているかどうか、またＰＰＰ/ＰＦＩ手法自身が、これからも意味
があるのか、この2点を検討する記述があればさらに良いだろう。ただ
し、これは「政策評価との連携」が必要になる。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、改革工程表、PPP／PFI手
法に対する記載について検討を行うとともに、事業の
適切な進捗管理、予算の効果的かつ効率的な予算執行
に努めること。

164 213 49 - 現状通り
レビューシートの内容について、より多面的な書きぶりとなるよう検討
しつつ、引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ効率的な
予算執行に努めていく。

重要政策推進枠：61
政策統括官（経済
社会システム担
当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0014 - - - - - 書面点検 最終実施年度 令和元年度 ○ ○

015 市民活動の促進に必要な経費 平成１０年度 － 59 151 132 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、参入可能な事業者の事前調
査及び参入要件の緩和を検討するなど、一者応札の是
正に努めること。

18 16 ▲2 - 現状通り
入札の実施にあたっては、引続き市場価格調査の実施や公告期間の十分
な確保などにより、一者応札の是正に努める。

政策統括官（経済
社会システム担
当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0015 - - - - - - - 令和元年度 ○

016 休眠預金等活用に関する調査等に必要な経費 平成２９年度 － 25 25 3 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ
効率的な予算執行に努めること。

18 32 14 - 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ効率的な予算執行
に努める。

重要政策推進枠：16
・新規調査による増

政策統括官（経済
社会システム担
当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0016 - - - - - - - 平成３０年度 ○

017 国内の経済動向調査等に必要な経費 平成１２年度 － 58 58 57 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、引き続き参入可能な事業者
の事前調査及び参入要件の緩和を検討するなど、一者
応札の是正に努めること。

50 66 16 - 現状通り

一者応札については、引き続き、市場価格調査を行い多数の業者に呼び
かけを行うなどして、入札参加企業を増やすことに努める。また、仕様
書を工夫して作成するなど、公示期間を2週間以上とり幅広く周知するよ
う取り組み、より一層の効率化を図る。

重要政策推進枠：3
政策統括官（経済
財政分析担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0017 - - - - - - - 令和元年度

018
国内の経済動向に係る産業及び地域経済の調査等に
必要な経費

平成１２年度 － 156 156 144 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、引き続き参入可能な事業者
の事前調査及び参入要件の緩和を検討するなど、一者
応札の是正に努めること。

148 155 7 - 現状通り
引き続き市場価格調査の実施や十分な公告期間の確保、参入要件の緩和
について検討を行い、一者応札の是正に努める。

政策統括官（経済
財政分析担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0018 - - - - - - - 平成３０年度

019 海外の経済動向調査等に必要な経費 平成１２年度 － 41 41 32 点検対象外 現状通り
事業の効果について適切に検証するとともに、引き続
き事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ効率的な
予算執行に努めること。

21 24 3 - 現状通り
事業の効果について適切に検証するとともに、引き続き事業の適切な進
捗管理、予算の効果的かつ効率的な予算執行に努める。

政策統括官（経済
財政分析担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0019 - - - - - - - 令和３年度 　

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項

令和４年度行政事業レビュー事業単位整理表兼点検結果の令和５年度予算概算要求への反映状況調表
単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名
事業開始

年度
事業終了
(予定)年度

令和３年度
補正後予算額

令和３年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

基金執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額 反映内容
１つ目 ２つ目 ３つ目

令和３年度レビューシート番号
令和４年度外部有識

者点検対象

令和４年度外部有識
者点検対象とした理

由

直近の外部有識者点
検実施年度

委託
調査

補助
金等

差引き
反映状況



施策名：５．地方創生に関する施策の推進

020 地方創生に向けたＳＤＧｓ推進事業 平成３０年度 － 604 503 394 

・地方創生やSDGｓについては、カバーする範囲が広範であることもあ
り、本事業の取り組みの輪郭は国民にとって分かりにくい。レビュー
シートの読み手にとって分かりやすくなるよう、可能なかぎり丁寧に説
明をしていただくようにお願いいたしたい。
・目指すべきなのは多くの自治体がSDGｓに取り組むことなのか、それ
とも地方創生を深化させていくことなのか。どちらが最終目的で、どち
らが目的を達成するための手段なのか。曖昧に書きすぎではないか。
・定量的な成果目標の「都道府県及び市区町村におけるSDGｓの達成に
向けた取組の割合を令和6年度までに60%」は分かりにくい。全自治体の
60％がSDGsに関連した取り組みを行うことを目指すということか。そう
であるとするならば、SDGｓ未来都市の対象数は過少ではないか。それ
とも、プラットフォームに参加する自治体数をカウントしようとしてい
るのか。そうなのであれば、その旨を分かりやすく説明すべきではない
か。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、本レビューシートにおけ
る説明内容の更なるブラッシュアップを検討するとと
もに、事業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に
努めるべき。

425 704 279 - 現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、「事業の目的」及び「定量的な成果目標」
について、より丁寧な説明となるよう加筆修正し、説明内容の更なるブ
ラッシュアップを行った。また、より効果の高い事業運営に努めつつ、
各成果目標の最終目標値を達成するために必要な経費を概算要求に反映
した。

重要政策推進枠：418 地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0020 - - - - - 書面点検 最終実施年度 令和元年度 ○ ○

021
地方創生リーダー人材の育成・普及事業に必要な経
費

平成２７年度 令和６年度 2,441 1,341 1,241 

・当初予算に比べて、補正予算の額および翌年度への繰越額が過大では
ないか。計画的な事業実施が難しくなるのではないか。
・「地方創生カレッジの創設」はすでに創設されているので、指標を取
り下げるべき。
・「地方創生人材に係るプラットフォームの形成」も「連携・交流ひろ
ば」がすでに形成されているので、指標を取り下げるべき。
・「地方創生カレッジ」「eラーニング講座」「連携・交流ひろば」の
HPは一体のものとなっているので、一括した枠組みとしてもよいのでは
ないか。
・「人材マッチング成約件数」は実績値が「1622」であるが、目標は
「1000」である。目標の上方修正の余地はないか。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、本レビューシートにおけ
る説明内容の更なるブラッシュアップを検討するとと
もに、事業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に
努めるべき。

335 389 54 - 現状通り

・繰越は主に「先導的人材マッチング事業」によるものである。感染状
況に応じて、地域ごとに緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置の発出・解
除が繰り返され、経済が停滞する中、地域の中堅・中小企業において
は、資金繰りの安定化に留まらず、自社の経営課題の整理や収益体質の
強化、事業変革などが必要と考えられる。こうした中堅・中小企業の
ニーズに、地域の金融機関等が人材マッチングで対応するにあたり、補
助を行っていくが、感染症が収束していない中で、企業のニーズがどの
程度あるのかは、当初予算組成時に把握することは難しく、補正予算で
要求し、これを繰越して事業を実施しているため、計画的な事業実施に
懸念はない。
・外部有識者の所見を踏まえ、地方創生カレッジ事業の活動目標・指標
を「講座数」に変更した。
・「人材マッチングの成約件数」の目標値については、改めて検証した
結果、上方修正を行った。

重要政策推進枠：65 地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0021 - - - - - 書面点検 最終実施年度 令和元年度 ○ ○

022 地方版総合戦略の推進に必要な経費 平成２７年度 － 103 753 725 点検対象外
事業内容の
一部改善

昨年度の公開プロセスにおける議論を踏まえて、引き
続き、本事業の有効性及び効率性について、より一層
の検証に努めるべき。また、特にV-RESASについて
は、新型コロナウイルス感染症が終息を迎えた後の在
り方について、継続して検討を進めるべき。

98 126 28 - 
執行等改

善

所見を踏まえ、データ利活用を推進するための本事業の有効性及び効率
性を高める観点から、政策立案ワークショップで得られた成果を横展開
する形で、地域の課題に対応したデータセットやデータ活用のモデル
ケースを検討・展開するなど、事業内容の改善を予定している。また、
V-RESASについては、新型コロナウイルス感染症の動向を踏まえながら、
成果を有効に活用する方策の検討を継続する。

重要政策推進枠：36 地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0022 - - - - - - - 令和３年度 ○

023
高校生の地域留学の推進のための高校魅力化支援事
業

平成３０年度 － 158 158 114 点検対象外 現状通り

引き続き、事業の進捗状況を的確に把握しながら、事
業の有効性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。ま
た、執行実績を適切に概算要求に反映させること。

154 145 ▲9 - 現状通り
引き続き、事業の有効性・効率性・成果実績について適切かつ的確に検
証しつつ、予算の効率的執行に努めてまいりたい。

重要政策推進枠：22 地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0023 - - - - - - - 令和元年度 ○

024 地域の担い手展開推進事業 平成３０年度 － 42 42 31 点検対象外 現状通り

引き続き、事業の進捗状況を的確に把握しながら、事
業の有効性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。ま
た、執行実績を適切に概算要求に反映させること。

38 20 ▲18 - 
執行等改

善

「１.社会性評価・認証制度に係る調査・実証事業」については、複数年
度にわたる調査を通じ、社会性評価・認証制度の在り方に係る一定程度
の調査結果を得たものとして、令和４年度末で調査終了とする予定。
「２.地域商社等ネットワーク形成事業」については、引き続き、地域商
社等の地域ビジネスに高い関心を有する者のネットワーク形成支援等を
通じ、地域商社ビジネスの発展につながるよう、事業の適切な進捗管理
や効率的な執行を行う。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0024 - - - - - - - 令和２年度 ○

025 地方創生インターンシップ推進事業 令和元年度 令和４年度 18 18 17 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の進捗状況を的確に把握しながら、事
業の有効性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

17 - ▲17 - 廃止
所見を踏まえ、適切な事業の実施、予算の効率的な執行に努めてまいり
たい。
なお、本事業は令和４年度で終了する。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0025 - - - - - - - 令和２年度 ○

026
地方へのサテライトキャンパス設置等に関するマッ
チング支援事業

令和２年度 － 15 15 13 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の進捗状況を的確に把握しながら、事
業の有効性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

15 15 - - 現状通り
引き続き、事業の有効性・効率性・成果実績について適切かつ的確に検
証しつつ、予算の効率的執行に努めてまいりたい。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0026 - - 令和３年度 ○

027 未来技術データ活用支援事業 令和２年度 令和３年度 10 10 1 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、本事業で得られた
知見やノウハウを最大限生かして、より効率的・効果
的な事業の実施に努めること。

- - - - 
予定通り
終了

所見を踏まえ、より効率的・効果的な事業の実施に努める。 地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0027 - - 令和３年度 ○

028 関係人口創出・拡大のための対流促進事業 令和２年度 － 255 155 153 点検対象外 現状通り

引き続き、事業の進捗状況を的確に把握しながら、事
業の有効性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。
また、参入可能な事業者の事前調査及び参入要件の緩
和を検討するなど、一者応札の是正に努めること。

99 200 101 - 現状通り

事業者が効率的・効果的に事業を遂行できるように過年度事業の成果実
績を踏まえて、執行管理や進捗状況管理を徹底する。
また、事業者の事前調査等を行うことにより、一者応札の是正に努め
る。

重要政策推進枠：100 地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0028 - - 令和３年度 ○ ○

029 地方創生テレワーク推進事業 令和２年度 － 351 220 196 

・「相談対応及び説明会の周知により、地方創生テレワークに対する意
識を高め、自己宣言制度への参画企業等を創出。」の句点は不要。
・「単に企業を支援するだけでなく、支援対象とする企業や地方創生テ
レワーク先とする自治体の実態把握や両者の関係構築等の前準備が重
要」との指摘は重要であるが、「点検結果」や「改善の方向性」にも書
いてもよいのではないか。
・「自己宣言・表彰制度の創設による地方創生テレワークへの関心度調
査・分析事業」は１者応札である。競争性を確保するための何らかの工
夫はできないか。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、本レビューシートにおけ
る説明内容の更なるブラッシュアップを検討するとと
もに、事業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に
努めるべき。また、参入可能な事業者の事前調査及び
参入要件の緩和を検討するなど、一者応札の是正に努
めること。

120 200 80 - 現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、レビューシートの記載内容について修正追
記を実施した。
また「自己宣言・表彰制度の創設による地方創生テレワークへの関心度
調査・分析事業」について、令和５年度執行案を検討するにあたり、参
入可能な事業者の事前調査の徹底や、参入しやすい仕様設計の検討等、
一者応札の是正に努める。

重要政策推進枠：100 地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0029 書面点検 その他 - ○

030 地方創生テレワーク推進交付金 令和２年度 令和４年度 - 9,423 3,951 

・改善の方向性において「事業完了後、地方公共団体から事業の実施状
況報告を求め、国においてとりまとめ、効果検証を行う。」とある。地
方創生は人口減少社会への対応、東京一極集中の是正をテーマとするも
のであり、息の長い取組である。効果検証は今後の重要な教訓となると
いう観点からしっかり取り組んでいただきたい。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、事業の進捗状況を的確に
把握しながら、有効性、効率性及び成果実績につい
て、より一層の検証に努めるべき。

- - - - 現状通り

令和3年度補正で措置した本交付金の後継であるデジタル田園都市国家構
想推進交付金（地方創生テレワークタイプ）については、所見を踏ま
え、交付金の適切な執行のためにフォローアップを実施する事業を令和
５年度の概算要求において別途計上し、その効果を検証することで予算
の効率的な執行となるよう努める。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- 0030 書面点検 その他 - ○

031 デジタル田園都市国家構想推進交付金 令和３年度 － 20,000 - - 点検対象外 現状通り
交付金事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業の
有効性、効率性及び成果実績について、より一層の検
証に努めること。

- 20,000 20,000 - 現状通り

デジタル田園都市国家構想推進交付金については、交付対象事業の完了
後に実績報告の提出を求めているとともに、事業の取組状況やKPIの進捗
状況等についても一定の時期に報告を求めることとしている。また、所
見を踏まえ、交付金の適切な執行のためにフォローアップを実施する事
業を令和５年度の概算要求において別途計上し、その効果を検証するこ
とで予算の効率的な執行となるよう努める。

重要政策推進枠：20,000

※令和５年度は、地方創生推進交
付金、地方創生拠点整備交付金及
びデジタル田園都市国家構想推進
交付金を、新たに「デジタル田園
都市国家構想交付金」として位置
付け、デジタル田園都市国家構想
の実現に向け分野横断的に支援す
る。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な
経費

内閣
府

- - - - ○

032
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
効果促進事業

令和２年度 令和５年度 60 101 76 

・「新型コロナウイルス感染症対応のために必要な事業の実施を支援」
はすべての団体に対して行われているということであるから、指標とし
ては意味がないのではないか。
・報告書においては中長期にわたる影響の把握が必要という意見が複数
あることを踏まえ、このことを「点検結果」や「改善の方向性」に記載
してもよいと思われる。次の感染症が起きた場合の対応に資することが
目的の１つになるのではないか。
・GIGAスクールに関する取組について、効果があると回答した自治体が
多い。これは本事業の成果であると同時に、GIGAスクール事業の組み立
てが不十分であるということでもある。GIGAスクール事業の側での対応
を促す形での調整を行うべきではないか。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、本レビューシートにおけ
る説明内容の更なるブラッシュアップを検討するこ
と。また、本事業は、極めて巨額の国費が投入されて
いる新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金を対象とした効果促進事業であり、その重要性を鑑
み、引き続き交付金事業についてより一層の調査・分
析に努めること。

- - - - 現状通り

本事業の目的は、全国の自治体が地域の実情に応じて適切な事業を実施
できるように支援することであるため、活動目標は「新型コロナウイル
ス感染症対応のために必要な事業の実施を支援」のままとするととも
に、その達成には成果物（効果検証に係る報告書及び地方創生臨時交付
金ポータルサイト）を共有することが重要であるため、活動指標は「効
果促進事業の成果物を共有した地方公共団体数」としたい。中長期的な
視点に関しては、効果検証事業における有識者からの意見を踏まえ、中
長期的な効果についても着目し分析するなどの対応を行ってきたところ
であるが、御指摘を受け、「改善の方向性」にも一部追記した。GIGAス
クール事業については、当該事業の担当省庁にも成果物を共有し、多く
の自治体で臨時交付金が活用されたことをお伝えすることとしたい。今
後も、令和４年度中に予定している効果検証事業において臨時交付金の
有効性・効率性を検証していく。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費
（大事項）地方創生の支援に
必要な経費

内閣
府

- 0031 書面点検 その他 - ○



033 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 令和２年度 令和４年度 6,796,887 6,858,697 6,822,963 点検対象外 現状通り

迅速性が求められる新型コロナウイルス感染症対応を
目的とした交付金であるが、昨年度の外部有識者の所
見のとおり、極めて巨額の国費が投入されている事業
であることから、予算執行段階における一定程度の規
律付け、交付金事業終了後のフォローアップが肝要で
あると思料。予算の移替え先の総務省との連携を密に
しながら、事前事後の多角的な検証に努められたい。

- - - - 現状通り

本交付金の交付に当たっては、まず、地方公共団体ごとの情況を勘案し
た交付限度額を算定し、その後に、地方公共団体ごとに提出される実施
計画を確認して実際に交付する金額を決定している。なお、本交付金事
業については、まず各地方公共団体においてその有効性・効率性を検証
していただくものであるが、国においても令和４年度中に予定している
効果検証事業において本事業の有効性・効率性を検証していく。

コロナ予備費（500,000百万円） 地方創生推進室 一般会計

（項）新型コロナウイルス感
染症対応地方創生推進費（大
事項）新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金
に必要な経費

内閣
府

- 0032 - - 令和３年度 ○

034 国家戦略特区の推進に必要な経費 平成２６年度 － 72 72 54 点検対象外 現状通り

引き続き、事業の進捗状況を的確に把握しながら、事
業の有効性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。ま
た、一者応札となっている要因を的確に分析して改善
策を講じられたい。

74 79 6 - 現状通り

引き続き、予算執行管理を徹底するとともに、事業者の事前調査等を行
うことにより、一者応札の状況の改善に努める。
本政策の広報は、制度に対する国民の理解向上につながり、また、制度
を利用する自治体や民間事業者にとって有意義なものであるため、より
効果的な事業になるよう工夫に努める。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣
府

- 0033 - - - - - - - 令和２年度 ○ ○

035 中心市街地活性化の推進に必要な経費 平成１９年度 － 16 16 14 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の進捗状況を的確に把握しながら、事
業の有効性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

19 27 8 - 現状通り
引き続き成果実績等の向上に努めるとともに、事業の進捗状況を的確に
把握しつつ、予算の効率的な執行を行っていく。

重要政策推進枠：8
地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣
府

- 0034 - - - - - - - 令和３年度 ○

036 構造改革特別区域計画の認定等に必要な経費 平成１４年度 － 6 6 0 点検対象外 現状通り

事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業の有効
性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に
努めること。また、近年の執行率が低調であることを
踏まえて、予算要求額の見直しを検討すること。

6 32 27 ▲0 縮減 旅費・庁費に関し、近年の執行率を鑑み要求額を見直した。 重要政策推進枠：27
地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣
府

- 0035 - - - - - - - 令和３年度

037 地域再生の推進に必要な経費 平成１７年度 － 267 257 199 点検対象外 現状通り

成果目標の一つである「地域再生計画の目標達成率を
向上させる」については成果実績が低調であるため、
その要因を的確に分析した上、本レビューシートにお
いても説明されることを検討されたい。引き続き、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、事業の有効性、
効率性及び成果実績について、より一層の検証に努
め、予算の効率的な執行を行うこと。

265 274 9 - 現状通り

目標未達成の自治体に対し理由を尋ねたところ、新型コロナウィルス感
染拡大の影響35%、自然災害等23%、景気の動向・経済情勢の変化22%等で
あった。引き続き、事業の進捗状況を的確に把握し、本制度が有効に活
用されるよう、利用促進に取り組むとともに、予算の効率的な執行に努
める。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣
府

- 0036 - - - - - - - 令和２年度 ○ ○

038
地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）普及促進
事業

平成２９年度 － 45 45 34 点検対象外 現状通り
事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業の有効
性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に
努めること。

43 57 13 - 現状通り

寄附額及び寄附件数は平成28年度から令和３年度にかけ、約30.1倍
(H28：約7.5億円→R3：約225.7億円)、約9.5倍（H28：517件→R3：4,922
件）となっており、制度や活用事例等の周知といった広報の効果が現れ
てきていると考える。所見を踏まえ、事業の有効性、効率性及び成果実
績について、より一層の検証に努める。今後とも、本税制の更なる活用
促進を図るため、地方公共団体や民間企業等に向けた、制度内容や活用
事例等に係る広報をさらに強化していく。

重要政策推進枠：18
地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣
府

- 0037 - - - - - - - 平成３０年度 ○ 　

039 総合特区計画に基づく支援措置等に必要な経費 平成２３年度 － 491 491 319 点検対象外 現状通り
事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業の有効
性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に
努めること。

421 398 ▲23 - 
執行等改

善

本事業の有効性・効率性・成果について、引き続きフォローアップを行
い実態を把握するとともに、これまでの執行実績等（例えば、利子補給
金は、2回目以上の利用や特区計画の目標を達成した特区における利用に
ついて利子補給額を減額調整するなど、予算の効率的な使用にも努めて
いる）も踏まえて予算要求を行った。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣
府

- 0038 - - - - - - - 令和２年度 ○

040 総合特区の推進調整に必要な経費 平成２３年度 － 5 5 - 点検対象外 現状通り

令和２年度に引き続き執行実績を上げることができな
かったところ、その理由について昨年度のレビュー
シートと同様の説明内容となっているが、特に、地域
からの財政支援要望に係る事業の熟度の観点に関して
は、国と地方の協議会を介して改善を図る等の策を講
じられるのではないか。財政支援に至らなかった要因
のフォローアップを図り、弾力的な予算の執行に努め
ること。

5 4 ▲1 ▲1 縮減

所見のとおり、地域からの財政支援要望に関わる事業の熟度の観点にお
いては、国と地方の協議会を介して改善していく。本事業の有効性・効
率性・成果について、引き続きフォローアップを行い実態を把握すると
ともに、これまでの執行実績等も踏まえて予算要求を行った。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）総合特区推進調整費
（大事項）総合特区の推進調
整に必要な経費

内閣
府

- 0039 - - - - - - - 令和２年度

041 地方創生推進交付金 平成２８年度 － 95,023 97,629 87,638 

地方創生をさらに推進するのであれば、事業効果の検証とKPIの再検
討、情報開示、事業実施に際しての規律付けが必要になる。他方、東京
一極集中、人口減少については十分な説明がない。平成29年度に行われ
た行政事業レビューの指摘を受け改善された部分もあるが、予算規模が
大きいことを考えると更なる改善を期待したい。改善にあたっては、掲
げる国家戦略目標に適切なKPIを明記するよう検討して欲しい。

事業全体の
抜本的な改

善

今年度の公開プロセスにおける議論及び外部有識者の
所見を受けて、指摘された諸課題を踏まえ、事業内容
の改善を検討するとともに、本交付金が東京一極集中
や人口減少の是正にどの程度裨益しているのか、十分
な説明責任を果たされたい。また、事業内容の改善に
当たっては、掲げる国家戦略目標の達成状況を適切に
測定できるＫＰＩを設定するよう検討されたい。

93,010 93,010 - - 
年度内に
改善を検

討

　現在行政事業レビューシートに掲載しているＫＰＩについては、指摘
を踏まえ、より適切な指標への変更を検討する。また、個々の事業の状
況について適切に情報開示を行い、規律付けに繋げていく。
　東京一極集中の是正や人口減少を和らげるといった目標については、
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げられたものであり、多種多
様な政策・施策と相まって実現されるものであって、地方創生関係交付
金事業単独の効果のみを抽出することは困難であるものの、現在効果検
証事業の一環として行っている、外部有識者検討委員会の意見も踏まえ
た経済波及効果の計算や、農業生産額、観光入込客数への影響の検証等
に加え、今後、各種統計データを活用した様々な検証を行うことで、目
標に対する間接的な影響を確認する。
　その他、毎年取りまとめている効果検証の報告書、ガイドライン及び
事例集について、より地方公共団体の参考となるよう改善を進めていく
とともに、個々の事業について適切な審査を行い、地方公共団体に丁寧
に助言することなどを通じて、地方創生関係交付金事業がより効果的に
実施されるよう努める。

重要政策推進枠：9,300

※令和５年度は、地方創生推進交
付金、地方創生拠点整備交付金及
びデジタル田園都市国家構想推進
交付金を、新たに「デジタル田園
都市国家構想交付金」として位置
付け、デジタル田園都市国家構想
の実現に向け分野横断的に支援す
る。

地方創生推進事務
局

一般会計

（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費
（項）地方創生推進費（大事
項）地方創生の推進に必要な
経費
（項）地方創生基盤整備事業
推進費（大事項）地方創生の
推進のための基盤整備事業に
必要な経費

内閣
府

- 0040 - - - - - 公開プロセス その他 平成２９年度 ○

042 地方創生拠点整備交付金 平成２８年度 － 51,000 52,511 18,855 

地方創生をさらに推進するのであれば、事業効果の検証とKPIの再検
討、情報開示、事業実施に際しての規律付けが必要になる。他方、東京
一極集中、人口減少については十分な説明がない。平成29年度に行われ
た行政事業レビューの指摘を受け改善された部分もあるが、予算規模が
大きいことを考えると更なる改善を期待したい。改善にあたっては、掲
げる国家戦略目標に適切なKPIを明記するよう検討して欲しい。

事業全体の
抜本的な改

善

今年度の公開プロセスにおける議論及び外部有識者の
所見を受けて、指摘された諸課題を踏まえ、事業内容
の改善を検討するとともに、本交付金が東京一極集中
や人口減少の是正にどの程度裨益しているのか、十分
な説明責任を果たされたい。また、事業内容の改善に
当たっては、掲げる国家戦略目標の達成状況を適切に
測定できるＫＰＩを設定するよう検討されたい。

7,000 7,000 - - 
年度内に
改善を検

討

　現在行政事業レビューシートに掲載しているＫＰＩについては、指摘
を踏まえ、より適切な指標への変更を検討する。また、個々の事業の状
況について適切に情報開示を行い、規律付けに繋げていく。
　東京一極集中の是正や人口減少を和らげるといった目標については、
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げられたものであり、多種多
様な政策・施策と相まって実現されるものであって、地方創生関係交付
金事業単独の効果のみを抽出することは困難であるものの、現在効果検
証事業の一環として行っている、外部有識者検討委員会の意見も踏まえ
た経済波及効果の計算や、農業生産額、観光入込客数への影響の検証等
に加え、今後、各種統計データを活用した様々な検証を行うことで、目
標に対する間接的な影響を確認する。
　その他、毎年取りまとめている効果検証の報告書、ガイドライン及び
事例集について、より地方公共団体の参考となるよう改善を進めていく
とともに、個々の事業について適切な審査を行い、地方公共団体に丁寧
に助言することなどを通じて、地方創生関係交付金事業がより効果的に
実施されるよう努める。

重要政策推進枠：700

※令和５年度は、地方創生推進交
付金、地方創生拠点整備交付金及
びデジタル田園都市国家構想推進
交付金を、新たに「デジタル田園
都市国家構想交付金」として位置
付け、デジタル田園都市国家構想
の実現に向け分野横断的に支援す
る。

地方創生推進事務
局

一般会計

（項）地方創生推進費（大事
項）地方創生の推進に必要な
経費
（項）地方創生基盤整備事業
推進費（大事項）地方創生の
推進のための基盤整備事業に
必要な経費

内閣
府

- 0041 - - - - - 公開プロセス その他 平成２９年度 ○

043 交付金効果検証分析事業 平成３０年度 － 95 95 55 点検対象外
事業内容の
一部改善

各地方公共団体が実施する個々の交付金事業の分析は
重要な課題であるが、他方、今年度の公開プロセス
（地方創生推進交付金及び地方創生拠点整備交付金に
ついて実施）の議論とも関連して、地方創生推進交付
金等の事業全体の地方創生への社会的・経済的な効果
の検証も肝要なテーマであると思料。マクロ的視点か
らの分析もより精緻なものとすることを検討された
い。

97 97 - - 
年度内に
改善を検

討

現在効果検証事業の一環として行っている、外部有識者検討委員会の意
見も踏まえた経済波及効果の計算や、農業生産額、観光入込客数への影
響の検証等に加え、今後、各種統計データを活用した様々な検証を行
う。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣
府

- 0042 - - - - - - - 令和２年度 ○

044 地方大学・地域産業創生交付金 平成３０年度 － 2,358 2,358 1,068 点検対象外 現状通り

引き続き、交付金事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、事業の有効性、効率性及び成果実績について、よ
り一層の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこ
と。また、執行実績を概算要求に適切に反映させるこ
と。

2,305 2,310 5 - 現状通り

・採択された事業については、そのフォローアップとして、評価委員に
よる現地視察（サイトビジット）や定期的な事務局との意見交換等を実
施し、交付金による支援期間後の自立性や、大学改革の実現性等につい
て、その確度を高める取組みを進めているところ。
・加えて、多様な新規提案を募るため、「本申請枠」に加え、「計画作
成支援枠」により評価委員や事務局等が申請団体に対し助言を行いなが
ら約４か月間かけて計画作成の支援を行うほか、各府省の事業間連携に
より他府省の事業において、自治体首長のリーダーシップを望め、産業
創生・雇用創出につながる取組について両者で情報共有などの連携を強
化するなど、新たな産業分野や特色ある地方公共団体及び大学の掘り起
こしに引き続き取り組む。

重要政策推進枠：225
地方創生推進事務
局

一般会計

（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費
（項）地方創生推進費
（大事項）地方創生の推進に
必要な経費

内閣
府

- 0043 - - - - - - - 令和元年度 ○



045 スーパーシティ構想等の推進に必要な経費 令和２年度 － 1,016 717 588 点検対象外 現状通り

事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業の有効
性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に
努めること。また、執行実績を適切に予算要求に反映
させること。また、事業終了年度が設定されていない
点については、スーパーシティの全国への浸透具合等
を踏まえつつ、出口戦略についても引き続き検討を継
続されたい。

301 361 60 - 現状通り

本事業は、岸田内閣が進めるデジタル田園都市国家構想の先導役である
スーパーシティとデジタル田園健康特区において、大胆な規制改革を
伴ったデータ連携や先端的サービスの実現を通じて様々な分野の地域課
題を解決し、その成果の共有や優良事例の全国への横展開を図るもので
あり、より効果的な事業となるようその有効性・効率性・成果について
検証を行うとともに、令和５年度予算要求については、これまでの執行
実績等も踏まえて予算要求を行った。
なお、その出口戦略については、スーパーシティ等における取組成果や
優良事例の全国への浸透具合等を踏まえつつ、引き続き検討を行う。

重要政策推進枠：155
地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣府 - 0044 - - 令和３年度 ○

046 総合戦略に基づく重点施策広報事業 令和２年度 － 50 50 42 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ
効率的な予算執行に努めること。

15 18 3 - 現状通り
サイトのデータ解析結果等を反映した広報戦略に基づき、引き続き、事
業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ効率的な予算執行に努める。

重要政策推進枠：5
地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣府 - 0045 - - 令和３年度 ○

047 都市再生推進経費 平成２８年度 － 70 70 67 

・「地方創生における新たな展開として期待される未来技術の活用等に
関する調査等委託の実施」は「地方創生における新たな展開として期待
される未来技術の活用等に関する調査件数」でよいのではないか。
・「未来技術社会実装事業を通じ地域課題の解決・改善に取り組む地方
公共団体の数」については、つねに目標値を成果実績値が上回ってい
る。目標値の上方修正が必要なのではないか。あるいは、目標値の根拠
の説明が必要ではないか。
・入札が１件を除いて一者応札となっているが、競争性の確保のための
工夫の余地はないか。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、本レビューシートにおけ
る説明内容の更なるブラッシュアップを検討するとと
もに、事業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に
努めるべき。また、参入可能な事業者の事前調査及び
参入要件の緩和を検討するなど、一者応札の是正に努
めること。

77 93 15 - 現状通り

未来技術社会実装について、レビューシートにおける説明内容のブラッ
シュアップを検討する。また、事業の有効性・効率性・成果を適切に検
証するとともに、概算要求においては事業実績の横展開を図り、未来技
術社会実装に取り組む団体数の増加につながる事業を計上。一者応札の
現状については、参入可能な事業者の事前調査及び参入要件の緩和を検
討するなど、一者応札の是正に努める。

重要政策推進枠：23
地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣
府

- 0046 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度 ○

048
産業遺産に係る情報収集・情報発信の充実強化に必
要な経費

平成３０年度 － 445 445 408 点検対象外 現状通り

産業遺産に関する調査研究・人材育成・情報提供のた
めの総合的な拠点として、実際に、産業遺産情報セン
ターがどの程度利活用されているのかという点につい
て、十分な説明がなされていないように見受けられる
ため、アウトカムの見直しを検討されたい。また、参
入可能な事業者の事前調査及び参入要件の緩和を検討
するなど、一者応札の是正に努めること。

465 465 - - 現状通り
引き続き、運営状況を踏まえた効果の測定に関して検討する。
また、専門的な知見が必要となることから、結果的に一者応札となって
いるが、引き続き、事業者が参入しやすくなるよう改善に努めていく。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に
係る計画認定等に必要な経費

内閣
府

- 0047 - - - - - - - 令和元年度

049 特定地域づくり事業の推進に必要な経費 令和２年度 － 500 500 67 点検対象外 現状通り

特定地域づくり事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、事業の有効性、効率性及び成果実績について、よ
り一層の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこ
と。また、執行実績を適切に概算要求に反映させるこ
と。

500 600 100 - 現状通り

引き続き、特定地域づくり事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に努め、予算
の効率的な執行を行う。
特定地域づくり事業協同組合の認定件数やこれらの組合への交付実績の
推移などを踏まえ、次年度における組合の認定見込み件数を精査し、概
算要求に反映させる。

重要政策推進枠：150
地方創生推進事務
局

一般会計
（項）特定地域づくり事業推
進費 （大事項）特定地域づ
くり事業の推進に必要な経費

内閣
府

- 0048 - - - - - - 令和３年度 ○

施策名：７．防災に関する施策の推進

050 防災に関する普及・啓発に必要な経費 昭和５７年度 － 481 433 410 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の適切かつ効
率的な執行に努めること。

392 494 101 - 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の適切かつ効率的な執行に努め
る。

重要政策推進枠：82
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0054 - - - - - - - 平成３０年度 ○

051 国と地方の防災を担う人材の育成に係る経費 平成２５年度 － 115 115 117 点検対象外 現状通り
引き続き、過去の有識者の所見を踏まえ、充実した研
修を実施するとともに国民が研修の成果を具体的に判
断できるように努めること。

115 124 9 - 現状通り
所見を踏まえ、更に充実した研修となるよう努めるとともに、国民が研
修成果を具体に判断できる手法について、有識者からのご意見も聴きな
がら検討していく。

重要政策推進枠：20
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0055 - - - - - - - 令和元年度

052 国際防災協力の推進に必要な経費 平成１０年度 － 262 248 206 

平成10年度からの事業の体制、すなわち国際会議等への出席、防災情報
の共有、人材育成等の実施、国連防災機関（ＵＮＤＲR）を通じた国際
機関・地域機関の活動の支援、ＪＩＰＡＤの活動＝官民一体での日本の
防災技術の海外展開促進、これらの体制（活動）を今のままで続けるか
どうか、複数の外部有識者の目で、一度振り返ってみる必要がある。一
種の事業仕分けである。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、引き続き事業の有効性・
効率性・成果について外部の目の活用も含め適切かつ
的確に検証し、予算の効果的かつ効率的な執行に努め
ること。

231 232 1 - 現状通り

我が国はこれまで国連防災世界会議において「仙台防災枠組」の取りま
とめを主導するなど、世界各国での「防災の主流化」に取り組んできて
おり、我が国の知見・経験を伝えることで、災害に強い国際社会の構築
を目指している。予算の要求に当たっては、国際機関との協議、アジア
防災センター加盟国からのインプット、防災技術の官民連絡協議会
（JIPAD）の調査等を通じて、各地域・国の顕在的・潜在的なニーズや我
が国の防災対策・防災技術の強み等を把握し、それらを踏まえ国際会議
での発信、研修事業やJIPADによるセミナー等の開催等、国際防災協力の
具体的活動内容の見直し、充実を図ってきたところ。引き続き事業の効
果を適切に検証し、防災分野における国際協力を効果的かつ効率的に推
進して参りたい。

重要政策推進枠：17
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0056 - - - - - 書面点検 最終実施年度 令和３年度

053 災害復旧・復興に関する施策の推進に必要な経費 平成７年度 － 119 53 35 

事業そのものは、非常に重要である。また、レビューシートの書きぶり
も簡潔でわかりやすい。政策評価との連携もよくできているし、政策評
価書にある資料の紹介も丁寧である。論点があるとすれば、事業そのも
のが、「単なるイベントになってしまっているのではないか」という危
惧を払拭する説明がないところ。廃止しても、誰も困らないのではない
か。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、丁寧な説明を加えるとと
もに、事業の適切な進捗管理、予算の適切かつ効率的
な執行に努めること。

44 87 43 - 現状通り
有識者の所見を踏まえ、「活動内容（アクティビティ）」、「国費投入
の必要性」に追記を行ったとともに、事業の適切な進捗管理、予算の適
切かつ効率的な執行に努める。

重要政策推進枠：59
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0057 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度

054 被災者支援に関する総合的対策の推進経費 平成２５年度 － 346 821 803 点検対象外 現状通り

過去の外部有識者の所見を踏まえ、指針・ガイドライ
ンを一定期間経過後にレビューすることで有効性を確
認することに努めること。また、一者応札となってし
まった案件については、その要因をよく分析の上、改
善策を講じること。

57 72 14 - 現状通り
指針・ガイドラインの有効性の向上に努める。また、一者応札となって
いる案件については、分かりやすい仕様内容や、入札期間などに配慮
し、改善に努める。

重要政策推進枠：30
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0058 - - - - - - - 令和元年度

055 地震対策等の推進に必要な経費 平成１２年度 － 643 542 533 点検対象外 現状通り
引き続き、一者応札となっている案件については、そ
の要因をよく分析の上、改善策を講じること。

526 730 204 - 現状通り
一者応札については、引き続き、余裕のある公示期間の設定や入札説明
会の開催、非応札事業者へのヒアリングなどに取り組み、改善に努め
る。

重要政策推進枠：256
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0059 - - - - - - - 平成３０年度

056 総合防災情報システムの整備経費 平成７年度 － 20 54 54 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見も踏まえて、総合防災システ
ムの機能が適切に実施されているか確認し、予算の適
切かつ効率的な執行に努めること。

- - - - 現状通り
過去の有識者の所見も踏まえて、今後の展望について検討するととも
に、総合防災システムの機能が適切に実施されているか確認し、予算の
適切かつ効率的な執行に努める。

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0060 - - - - - - - 令和元年度

057 非常災害発生に伴う現地災害対策等に要する経費 平成１２年度 － 77 77 79 

調査団を災害現場に派遣する業務は重要だと思う。調査なのでレビュー
シートとしては問題ない。予算の執行にばらつきがあるのも理解でき
る。以下疑問。事後的に効果を検証すべきではないか。反省の意味で必
要である。気になって、上記に記載された参考資料の政策評価ＵＲＬを
見たが、どうも違う気がする。
https://www8.cao.go.jp/hyouka/r1hyouka/r1jigo/r1jigo-10.pdfを見
ても分からない。該当箇所も違うのではないか。参照するように書いて
いる資料（令和元年度実施政策にかかる政策評価書）が、違うのではな
いか。

現状通り

外部有識者の所見も踏まえ、事業の適切な進捗管理、
予算の適切かつ効率的な執行に努めること。
また、引き続き、一者応札になった案件については、
その要因をよく分析の上、改善策を講じること。

57 43 ▲14 - 現状通り

有識者の所見を受けて、これまでの調査団の派遣実績を踏まえて、今後
の事業の遂行について、業務の目的を達成できるよう事業の適切な進捗
管理、予算の適切かつ効率的な執行に努める。また、一者応札となって
いる案件については、その要因を分析し、改善に努める。（評価書に関
しての指摘について、当事業は指摘の評価書（防災行政の総合的推進）
に含まれていますが、含まれる事業が広範に亘るため記載されない事業
があるためです）

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0061 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度 　

058 災害対策本部予備施設等の維持管理に要する経費 平成１２年度 － 100 101 117 
庁舎の維持管理、清掃、保守点検、電気料金などが、なぜ国土強靱化施
策なのか、理解できない。別の予算を使うべきではないか。

現状通り

外部有識者の所見も踏まえ、災害対策本部予備施設の
維持管理の「適切性」の精査等について留意された
い。また一者応札については、その要因を分析の上、
改善策を講じること。

91 82 ▲9 - 現状通り

災害対策本部予備施設における清掃、保守点検及び光熱費支払いを含め
た維持管理については、「国土強靭化基本計画（平成30年12月14日閣議
決定）」及び「政府業務継続計画（首都直下地震編）（平成26年３月28
日閣議決定）」に基づき、首都直下地震をはじめとした大規模自然災害
発生時においても政府中枢機能等を維持するため、当該予算にて要求及
び執行しているところ。引き続き、当該予算での適切な要求及び執行に
万全を期す。

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0062 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度

059 被災者生活再建支援法施行に要する経費 平成１１年度 － 3,324 6,126 3,213 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、引き続き事業の制
度内容について適切かつ的確に検証し、予算の効果的
かつ効率的な執行に努めること。

600 600 - - 現状通り
引き続き、事業の制度内容について適切かつ的確に検証し、予算の効果
的かつ効率的な執行に努める。

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0063 - - - - - - - 令和３年度 ○

060
南海トラフの巨大地震及び首都直下地震に関する応
急対策活動の具体計画策定等検討経費（民間船舶を
活用した医療機能の実証訓練経費）

平成２４年度 － 133 83 47 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の適切かつ効
率的な執行に努め、一者応札については、要因をよく
分析の上、改善策を講じること。

75 26 ▲49 - 現状通り
引き続き、事業の制度内容について適切かつ的確に検証し、予算の効果
的かつ効率的な執行に努める。

重要政策推進枠：6
減理由：大規模災害等における船
舶の活用方法の検討に係る経費に
ついては、令和4年7月に内閣官房
に業務移管

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0064 - - - - - - - 平成３０年度 　



061 防災計画の推進経費 平成２４年度 － 9 9 8 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の適切かつ効
率的な執行に努めること。

9 14 6 - 現状通り 事業の適切な進捗管理、予算の適切かつ効率的な執行に努める。 重要政策推進枠：7
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0065 - - - - - - - 平成３０年度

062 社会全体としての事業継続体制の構築推進経費 平成２６年度 － 23 58 31 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見も踏まえ、今後の展望につい
て検討するとともに、引き続き、効果的・効率的な事
業の実施に努める。

42 43 1 - 現状通り
有識者の所見も踏まえ、今後の展望について検討するとともに、引き続
き、効果的・効率的な事業の実施に努める。

重要政策推進枠：6
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0066 - - - - - - - 令和２年度

063 災害救助等に要する経費 平成２５年度 － 4,292 4,292 3,243 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、引き続き事業の制
度内容について適切かつ的確に検証し、予算の効果的
かつ効率的な執行に努めること。

3,130 3,130 - - 現状通り

過去の有識者の所見を踏まえ、救助の実施については、災害の規模、態
様によって救助の程度は異なるものの、地域の実情を踏まえ、被災自治
体と連携しながら被災者のニーズを把握し、救助の適切な実施を行う中
で予算の効果的かつ効率的な執行に努めてまいる。

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0067 - - - - - - - 令和３年度 ○

施策名：８．原子力災害対策の推進

064 原子力災害対策事業 平成２６年度 － 3,760 3,029 2,671 点検対象外 現状通り
専門性の高い分野の入札に関しては、参入可能な事業
者の事前調査及び参入要件の緩和を検討するなど、引
き続き一者応札の是正に努めること。

- - - - 現状通り
引き続き、入札案件の積極的な情報提供を継続するとともに、事業の計
画的かつ適正な予算執行に向け検討していく。

政策統括官（原子
力防災担当）

一般会計
（項）原子力災害対策費（大
事項）原子力災害対策に必要
な経費

内閣
府

- 0068 - - - - - - - 令和３年度 ○

065 原子力発電施設等緊急時安全対策交付金 昭和５５年度 － 8,792 9,492 8,871 点検対象外 現状通り
専門性の高い分野の入札に関しては、参入可能な事業
者の事前調査及び参入要件の緩和を検討するなど、引
き続き一者応札の是正に努めること。

9,502 16,084 6,582 - 現状通り
引き続き、入札案件の積極的な情報提供を継続するとともに、事業の計
画的かつ適正な予算執行に向け検討していく。

重要政策推進枠：4,353
政策統括官（原子
力防災担当）

エネルギー
対策特別会
計電源開発
促進勘定

（項）原子力安全規制対策費
（大事項）原子力の安全規制
対策に必要な経費

内閣
府

- 0069 - - - - - - - 平成３０年度 ○

066 原子力防災体制等構築事業委託費 平成２９年度 － 22 22 16 点検対象外 現状通り

参入可能な事業者の事前調査及び参入要件の緩和等を
検討するなど、引き続き一者応札の是正に努めるとと
もに、事業の計画的かつ適正な予算執行に努めるこ
と。

23 50 27 - 現状通り
公告の掲載や公募案件の周知を行っているが、引き続き、複数の事業者
にとって応札可能なものとなるよう、更なる検討を行っていく。

政策統括官（原子
力防災担当）

エネルギー
対策特別会
計電源開発
促進勘定

（項）原子力安全規制対策費
（大事項）原子力の安全規制
対策に必要な経費

内閣
府

- 0070 - - - - - - - 平成３０年度 ○ 　

067 原子力防災研修事業等委託費 平成２９年度 － 431 431 309 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、引き続き参入可能な事業者
の事前調査及び参入要件の緩和を検討するなど、一者
応札の是正に努めること。

435 430 ▲6 - 現状通り
入札説明会の開催や競争性を高めるために公募案件の周知を行うととも
に設計仕様書を公開して参入の容易化を行っているが、引き続き改善策
を検討する。

政策統括官（原子
力防災担当）

エネルギー
対策特別会
計電源開発
促進勘定

（項）原子力安全規制対策費
（大事項）原子力の安全規制
対策に必要な経費

内閣
府

- 0071 - - - - - - - 平成３０年度 ○

068 原子力災害時避難円滑化モデル実証事業 平成３０年度 令和４年度 1,000 1,208 993 点検対象外 終了予定
令和４年度で事業終了予定であるが、事業の適切な進
捗管理、効率的な予算執行に努めること

500 - ▲500 - 
予定通り
終了

令和４年度での事業終了に向け、引き続き適切な進捗管理、効率的な予
算の執行に努める。

令和４年度終了予定
政策統括官（原子
力防災担当）

エネルギー
対策特別会
計電源開発
促進勘定

（項）原子力安全規制対策費
（大事項）原子力の安全規制
対策に必要な経費

内閣
府

- 0072 - - - - - - - 令和元年度 ○

施策名：９．沖縄振興に関する施策の推進

069 沖縄振興交付金事業推進費 平成２４年度 令和１３年度 98,102 95,992 93,240 点検対象外 現状通り
引き続き交付金事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、事業の有効性、効率性及び成果実績について、よ
り一層の検証に努めること。

76,250 76,250 - - 現状通り
引き続き、事業の状況について的確に把握し、事業の有効性、効率性及
び成果実績について一層の検証に努める。

重要政策推進枠：12,729
政策統括官（沖縄
政策担当）
沖縄振興局

一般会計
（項）沖縄振興交付金事業推
進費（大事項）沖縄振興交付
金事業の推進に必要な経費

内閣
府

- 0073 - - - - - - - 令和３年度 ○

070 沖縄における鉄軌道等導入課題検討に必要な経費 平成２４年度 令和１３年度 100 100 94 点検対象外 現状通り
事業の有効性、効率性及び成果実績について、より一
層の検証に努め、執行実績を適切に概算要求に反映さ
せること。

80 80 - - 現状通り
事業の有効性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に努め
る。また、執行実績を適切に概算要求に反映させることとする。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0074 - - - - - - - 令和３年度 ○

071 沖縄振興推進調査費 平成２４年度 － 40 40 38 点検対象外 現状通り

本事業の調査結果は公表されているのか。公表されて
いるのであれば、国民への説明責任や公開性の担保と
いった観点から、本レビューシートにおいてもＵＲＬ
を記載されたい。また、沖縄振興策に通ずる特に重要
な調査テーマを採択するなど効率的な予算執行に努め
るべき。

40 40 - - 現状通り

本事業の調査結果は、調査実施主体の判断により、同実施主体のホーム
ページ等で公表されているが、本レビューシートでのURL公開が可能か今
後検討してまいりたい。本事業は、平成２４年度以降の沖縄振興法制の
下で推進される諸施策への反映や検証等のために必要な調査を実施する
ものであることから、沖縄振興策に通ずる特に重要な調査テーマを採択
し、効率的な予算執行に努めてまいりたい。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄振興推進調査費
（大事項）沖縄振興推進調査
に必要な経費

内閣
府

- 0075 - - - - - - - 令和３年度 ○

072 公立文教施設整備に必要な経費 昭和４７年度 － 7,996 6,154 5,900 点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁と連携して、事業の進捗状況を
的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果実績に
ついて、より一層の検証に努めるべき。また、繰越額
が大きくなりつつあるため、その要因を分析した上、
効率的な予算執行に努めるべき。

5,000 5,000 - - 現状通り
引き続き事業実施省庁と連携して、事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、有効性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に努める。
また、前年度から繰越された予算も含め、効率的な予算執行に努める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄教育振興事業費
（大事項）公立文教施設整備
に必要な経費

内閣
府

- 0076 - - - - - - - 令和３年度 ○

073 医師歯科医師等の派遣に必要な経費 昭和４７年度 － 2 2 1 点検対象外 現状通り
事業実施省庁と連携しながら、引き続き効果的かつ効
率的な予算執行に努めること。

2 2 - - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、事業実施省庁と連携のも
と、事業の進捗状況を的確に把握し、引き続き効果的かつ効率的な予算
執行に努める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄保健衛生諸費（大
事項）医師歯科医師等の派遣
に必要な経費

内閣
府

- 0077 - - - - - - - 令和３年度

074 沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業費 平成２４年度 令和８年度 2,619 2,952 2,728 点検対象外 現状通り

事業実施省庁との役割分担を明確にし、北部地域の市
町村及び沖縄県との連携も密にしながら、事業の進捗
管理及び効果検証に取り組み、優先度の高い事業に対
して十分な支援がなされるよう努めるべき。

2,619 2,619 - - 現状通り

行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、事業実施官庁との役割分
担を明確にし、北部地域の市町村及び沖縄県とも連携を密にして、事業
の進捗管理及び効果検証に取り組むと共に、優先度の高い事業に対して
十分な支援ができるよう努めてまいりたい。

沖縄振興局 一般会計

（項）沖縄北部連携促進特別
振興対策特定開発事業推進費
（大事項）沖縄北部連携促進
特別振興対策に係る特定開発
事業の推進に必要な経費

内閣
府

- 0078 - - - - - - - 令和３年度

075 （建設海岸）海岸事業 昭和４７年度 － 3 3 3 点検対象外 現状通り
引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果
実績について、より一層の検証に努めるべき。

3 30 27 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、効果的・効率的な事業の
実施に努めたい。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）海岸事業に必要な経費

内閣
府

- 0079 - - - - - - - 令和３年度 ○ ○

076 （港湾海岸）海岸事業 昭和４７年度 － 4 4 4 点検対象外 現状通り
引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果
実績について、より一層の検証に努めるべき。

40 40 - - 現状通り
行政事業レビュー推進チームのご所見を踏まえ、引き続き、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果実績について、よ
り一層の検証に努める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）海岸事業に必要な経費

内閣
府

- 0080 - - - - - - - 令和３年度 ○ ○

077 水道施設整備に必要な経費 昭和４７年度 － 3,300 2,606 2,553 点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁と連携して、事業の進捗状況を
的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果実績に
ついて、より一層の検証に努めるべき。また、繰越額
が大きくなりつつあるため、その要因を分析した上、
効率的な予算執行に努めるべき。

2,800 2,800 - - 現状通り

行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、事業実施省庁と連携のも
と、繰越の要因となりうる事由の発生の有無等、事業の進捗状況を的確
に把握し、事業の有効性・効率性及び成果について検証するとともに、
効率的な予算の執行に努める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）水道施設整備に必要な経
費

内閣
府

- 0081 - - - - - - - 令和３年度 ○

078 廃棄物処理施設整備に必要な経費 昭和４７年度 － 1,340 915 829 点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁と連携して、事業の進捗状況を
的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果実績に
ついて、より一層の検証に努めるべき。また、繰越額
が大きくなりつつあるため、その要因を分析した上、
効率的な予算執行に努めるべき。

1,206 1,206 - - 現状通り
引き続き事業実施省庁と連携して、事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、有効性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に努める。
また、前年度から繰越された予算も含め、効率的な予算執行に努める。

重要政策推進枠：121 沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）廃棄物処理施設整備に必
要な経費

内閣
府

- 0082 - - - - - - - 令和３年度 ○ 　

079
良好で緑豊かな都市空間の形成等のための国営公園
事業に必要な経費

昭和４７年度 － 4,195 4,028 4,021 点検対象外 現状通り
引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果
実績について、より一層の検証に努めるべき。

4,421 4,481 60 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、効果的・効率的な事業の
実施に努めたい。

重要政策推進枠：354 沖縄振興局 一般会計

（項）沖縄開発事業費（大事
項）良好で緑豊かな都市空間
の形成等のための国営公園事
業に必要な経費

内閣
府

- 0083 - - - - - - - 令和３年度 ○

080 森林整備事業に必要な経費 昭和４７年度 － 294 296 283 点検対象外 現状通り
引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果
実績について、より一層の検証に努めるべき。

289 289 - - 現状通り

事業の推進に当たっては、下記備考のとおり、事業の経費を内閣府に一
括計上し、これを農林水産省に移し替えて執行していることから、農林
水産省と連携し、事業の進捗状況を的確に把握した上で、推進して参る
所存。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）森林整備事業に必要な経
費

内閣
府

- 0084 - - - - - - - 令和３年度 ○

081 治山事業に必要な経費 昭和４７年度 － 473 402 401 点検対象外 現状通り
引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果
実績について、より一層の検証に努めるべき。

356 356 - - 現状通り

事業の推進に当たっては、下記備考のとおり、事業の経費を内閣府に一
括計上し、これを農林水産省に移し替えて執行していることから、農林
水産省と連携し、事業の進捗状況を的確に把握した上で、推進して参る
所存。

重要政策推進枠：36 沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）治山事業に必要な経費

内閣
府

- 0085 - - - - - - - 令和３年度 ○

082 水産基盤整備に必要な経費 平成１３年度 － 5,187 4,788 4,777 点検対象外 現状通り
引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果
実績について、より一層の検証に努めるべき。

4,356 4,356 ▲0 - 現状通り

事業の推進に当たっては、下記備考のとおり、事業の経費を内閣府に一
括計上し、これを農林水産省に移し替えて執行していることから、農林
水産省と連携し、事業の進捗状況を的確に把握した上で、推進して参る
所存。

重要政策推進枠：1,044 沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）水産基盤整備に必要な経
費

内閣
府

- 0086 - - - - - - - 令和３年度 ○



083 農業農村整備事業に必要な経費 昭和４７年度 － 16,626 16,471 16,386 点検対象外 現状通り
引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果
実績について、より一層の検証に努めるべき。

12,675 12,689 14 - 現状通り
事業の推進に当たっては、事業の経費を内閣府に一括計上し、これを農
林水産省に移し替えて執行していることから、農林水産省と連携し、事
業の進捗状況を的確に把握した上で、推進して参る所存。

重要政策推進枠：1,277 沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）農業農村整備事業に必要
な経費

内閣
府

- 0087 - - - - - - - 令和３年度 ○

084
社会資本総合整備事業に必要な経費
（社会資本整備総合交付金）

平成２２年度 － 16,427 16,437 16,367 点検対象外 現状通り
引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果
実績について、より一層の検証に努めるべき。

14,520 13,231 ▲1,289 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、効果的・効率的な事業の
実施に努めたい。

重要政策推進枠：1,529 沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）社会資本総合整備事業に
必要な経費

内閣
府

- 0088 - - - - - - - 令和３年度 ○

085
社会資本総合整備事業に必要な経費
（防災・安全交付金）

平成２４年度 － 5,525 4,862 4,832 点検対象外 現状通り
引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果
実績について、より一層の検証に努めるべき。

3,614 3,448 ▲166 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、効果的・効率的な事業の
実施に努めたい。

重要政策推進枠：726 沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）社会資本総合整備事業に
必要な経費

内閣
府

- 0089 - - - - - - - 令和３年度 ○

086
沖縄開発事業（旧社会資本整備事業特別会計計上
分）

平成２６年度 － 73,525 73,387 73,174 点検対象外 現状通り
引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、有効性、効率性及び成果
実績について、より一層の検証に努めるべき。

57,690 58,667 978 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、効果的・効率的な事業の
実施に努めたい。

重要政策推進枠：7,202 沖縄振興局 一般会計

（項）沖縄開発事業費
（大事項）河川整備事業に必
要な経費
（大事項）砂防事業に必要な
経費
（大事項）地域連携道路事業
に必要な経費
（大事項）道路更新防災対策
事業及び維持管理に必要な経
費
（大事項）道路交通円滑化事
業に必要な経費
（大事項）港湾事業に必要な
経費
（大事項）道路環境改善事業
に必要な経費
（大事項）道路交通安全対策
事業に必要な経費

内閣
府

- 0090 - - - - - - - 令和２年度 ○ ○ 　

087 駐留軍用地跡地利用推進に必要な経費 平成９年度 令和１３年度 254 254 131 点検対象外 現状通り
事業の有効性、効率性及び成果実績について、より一
層の検証に努めること。また、直近３か年の低調な執
行実績を踏まえて、適切に概算要求に反映されたい。

205 205 - - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、事業の有効性、効率性及
び成果実績について、より一層の検証に努めるとともに、直近３か年の
低調な執行実績も踏まえ概算要求を行った。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0091 - - - - - - - 令和３年度 ○ ○

088
沖縄の特殊事情に伴う特別対策に必要な経費（沖縄
振興開発金融公庫・補給金）

昭和４８年度 － 7,356 7,356 7,352 点検対象外 現状通り
沖縄振興開発金融公庫との連携を密にし、損益見通し
の一層の精度向上に努め、より適正な水準の予算額を
計上されたい。

1,931 9,840 7,909 - 現状通り

　本事業（補給金）については、将来予測を含む翌年度決算見込みが算
定の基礎となるため、必然的に不確実性を伴う事情があることから、予
算額の精緻化が困難な面があるが、引き続き、概算要求時点において利
用可能な情報（過去の貸倒実績や将来の信用コストの見通し等）を多角
的な観点から検証するなどして、損益見通しの一層の精度向上に努めて
まいりたい。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0092 - - - - - - - 令和元年度 ○

089
沖縄の特殊事情に伴う特別対策に必要な経費（沖縄
振興開発金融公庫に対する出資金に必要な経費）

平成１４年度 － - 106,140 44,500 点検対象外 現状通り
令和３年度には多額の不用額が生じているため、その
要因を分析した上、本レビューシートにおいても説明
されたい。

- 200 200 - 現状通り

　不用額の発生要因は、新型コロナウイルス感染症特別貸付等による融
資額が予定を下回ったことにより、沖縄振興開発金融公庫出資金を要す
ることが少なかったことによるものであり、不確実性を伴う事情であっ
たもの。引き続き、概算要求時点において利用可能な情報（事業規模見
込み等）を多角的な観点から検証するなどして、精度向上に努めている
ところ。

　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
      コロナ特別貸付    資本性劣後ローン
交付額 101,100,000,000　  5,040,000,000
執行額  29,900,000,000   14,600,000,000
不用額  71,200,000,000  ▲9,560,000,000

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0093 - - - - - - - 令和元年度

090 沖縄の子供の貧困対策に必要な経費 平成２８年度 － 1,460 1,460 1,358 点検対象外 現状通り

成果指標の一つである「学校に「毎日」登校している
と回答した割合」については、令和２年度から３年度
にかけて成果実績が低調なものとなっているため、そ
の要因分析に努めた上、引き続き事業の進捗状況を的
確に把握しながら、有効性及び効率性について、より
一層の検証に努めるべき。

1,560 1,681 121 - 現状通り

・成果指標の一つである「学校に「毎日」登校していると回答した割
合」が、令和２年度から３年度にかけて成果実績が低調している点につ
いては、市町村と連携し、多角的な観点から検証するなどして、その要
因分析に努めたい。
・概算要求にあたっては、事業の進捗状況等を把握したうえで、有効性
及び効率性について、より一層の検証に努めたい。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0094 - - - - - - - 令和３年度 ○

091 沖縄科学技術大学院大学学園に必要な経費 平成２３年度 － 21,504 22,249 22,245 点検対象外 現状通り

事業の目的として、沖縄の振興及び自立的発展が掲げ
られているが、現状設定されているアウトカムでは、
それらの達成度を測ることが困難であると思料。ま
た、巨額の国費を投入する事業であることから、世界
の科学技術の発展のみならず、沖縄振興等にどの程度
裨益しているのかという点について説明されることを
検討されたい。

19,320 21,855 2,535 - 現状通り

沖縄科学技術大学院大学学園における研究や産学連携等の成果を挙げる
ことにより、沖縄の科学技術分野における世界的な知名度の向上、大学
院大学等を中心として様々なプレイヤーが相互に関与して絶え間なくイ
ノベーションが創出されるイノベーションエコシステムの形成、世界の
一流の科学技術人材が集まること等を通じた沖縄の科学技術人材の育成
や地域の活性化への貢献等で、沖縄の振興及び自立的発展に寄与するも
のと考えており、今後も引き続き、様々な機会を捉えて、こうした点を
丁寧に説明してまいりたい。

重要政策推進枠：4,971 沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄科学技術大学院大学学園
に必要な経費

内閣
府

- 0095 - - - - - - - 平成３０年度 ○

092 沖縄北部連携促進特別振興事業費 平成２４年度 令和８年度 3,450 4,030 3,831 点検対象外 現状通り

北部地域の市町村や関係省庁との連携を密にしなが
ら、事業の進捗管理及び効果検証に取り組み、優先度
の高い事業に対して十分な支援がなされるよう努める
べき。

4,450 4,450 - - 現状通り
北部地域の市町村や関係省庁との連携を密にしながら、事業の進捗管理
及び効果検証に取り組み、優先度の高い事業に対して十分な支援がなさ
れるよう努める。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計

（項）沖縄北部連携促進特別
振興事業費（大事項）沖縄北
部連携促進特別振興事業に必
要な経費

内閣
府

- 0096 - - - - - - - 令和３年度 ○

093 沖縄の戦後処理対策に必要な経費 昭和５０年度 － 2,772 2,692 2,439 点検対象外 現状通り

沖縄総合事務局及び沖縄県担当者等との連携を密に
し、事業の進捗状況を的確に把握しながら、有効性、
効率性及び成果実績について、より一層の検証に努め
るべき。

2,742 2,593 ▲149 - 現状通り

　位置境界明確化事業及び所有者不明土地問題対策については、地権者
との協議や人証・物証の減少から、成果実績（アウトカム）に直結させ
ることが難しい状況ではあるが、より一層有効性・効率性について検証
できるよう、検討してまいりたい。
　戦後処理対策予算の大宗を占める不発弾等処理事業において、近年の
執行実績を踏まえつつ、県・市町村とも調整を行い、不発弾等対策をよ
り効果的に促進するため必要な経費として要求しているもの。
　他の事業についても、沖縄総合事務局及び沖縄県担当者等との連携を
密にし、事業の進捗状況を確認し、必要な経費を要求している。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0097 - - - - - - - 令和３年度 ○ ○

094 沖縄・地域安全パトロール事業 平成２８年度 － 730 730 622 点検対象外 現状通り
事業の有効性、効率性及び成果実績について、より一
層の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

465 465 - - 現状通り
令和４年度予算においては、事業の有効性・成果について検証した結果
を踏まえ予算額を見直したところであり、今後も関係機関との連携を密
にし、予算の効率的執行に努めていく。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0098 - - - - - - - 平成３０年度 　

095 沖縄力発見創造事業 平成２９年度 令和３年度 59 59 57 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、本事業で得られた
知見やノウハウを最大限生かして、より効率的・効果
的な事業の実施に努めること。

- - - - 
予定通り
終了

沖縄への事業進出や在沖縄企業との事業連携など、事業の所期の目的は
一定程度達成されたと判断したため、令和3年度をもって事業を終了し
た。沖縄振興を担当する部局として、本事業で得られた成果も踏まえな
がら、引き続き、沖縄のもつポテンシャル・魅力を幅広くＰＲするため
施策を検討してまいりたい。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0099 - - - - - - - 令和３年度

096 沖縄国際物流拠点活用推進事業 平成２９年度 令和３年度 915 489 449 点検対象外 終了予定

今後、同種の事業を実施する際は、本事業で得られた
知見やノウハウを最大限生かして、更に効率的・効果
的な事業の実施に努めること。また、国際物流拠点活
用状況報告書等によるフォローアップは引き続き継続
されたい。

- - - - 
予定通り
終了

所見を踏まえ、同種の事業を実施する際は、より効果的・効率的な事業
の実施に努めて参りたい。また最終的なアウトカムの達成状況について
は、事業終了後も引き続きフォローアップの上、確認して参る所存。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0100 - - - - - - - 令和３年度 ○



097 沖縄型産業中核人材育成事業 平成２９年度 令和３年度 328 328 303 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、本事業で得られた
知見やノウハウを最大限生かして、より効率的・効果
的な事業の実施に努めること。

- - - - 
予定通り
終了

所見を踏まえ、同種の事業を実施する際は、より効率的・効果的な事業
の実施に努めてまいりたい。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0101 - - - - - - - 令和３年度

098 沖縄離島活性化推進事業 平成２９年度 令和１３年度 1,480 666 468 点検対象外 現状通り

昨年度の外部有識者の指摘に関連して、令和３年度の
レビューシートに引き続き過去の成果実績が未記入の
ままであるが、依然、整理・分析中であるのか。本レ
ビューシートから、令和３年度事業に関しては事業実
施主体において評価の途上であることが窺い知れる
が、令和元年度及び２年度についても何らかの説明が
必要であると思料する。また、事業終了年度も令和13
年度まで延長しているため、令和４年度以降の将来的
な成果目標も設定すべきではないか。

2,480 2,480 - - 現状通り

令和３年度事業の成果実績に関しては、事業実施主体において評価が行
われているところであり、内閣府において今後検証結果を取りまとめる
予定である。また、令和元年度及び２年度分の成果実績についても、指
摘を踏まえ記載を行った。
　令和４年度以降の将来的な成果目標については、令和３年度以降の成
果実績の分析を行った上で適切な目標を検討・設定する。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0102 - - - - - - - 令和３年度 ○

099 沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業 令和２年度 令和１３年度 1,069 1,135 1,067 点検対象外 現状通り
事業の有効性、効率性及び成果実績について、より一
層の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

747 747 - - 現状通り
予算の効率的な執行のため、コスト削減や効率化に関し引き続き事業実
施主体に対し確認を行う等、より一層事業の有効性、効率性及び成果実
績について適切な検証に努める。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0103 - - 令和３年度 ○

100 沖縄テレワーク推進事業 令和２年度 令和３年度 301 344 260 点検対象外 終了予定

今後、同種の事業を実施する際は、本事業で得られた
知見やノウハウを最大限生かして、より効率的・効果
的な事業の実施に努めること。また、令和３年度限り
で終了した本事業であるが、設定していた成果目標に
対する成果実績を明らかにされたい。

- - - 
予定通り
終了

所見を踏まえ、同種の事業を実施する際は、より効率的・効果的な事業
の実施に努めてまいりたい。また、設定していた成果目標に対する成果
実績は該当欄に記載のとおり。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0104 - - 令和３年度 ○

101
沖縄の高校中退者等に係る人材育成推進に必要な経
費

平成３０年度 － 156 156 73 点検対象外 現状通り

高校中退者等キャリア形成支援事業についてのアウト
プット及びアウトカムが設定されていないように見受
けられるため、追記することを検討されたい。また、
事業の有効性、効率性及び成果実績について、より一
層の検証に努め、執行実績を適切に概算要求に反映さ
せること。

72 15 ▲57 - 現状通り

・高校中退者等キャリア形成支援事業については、事業の目的が達成さ
れたことから令和４年度をもって終了することとしたため、アウトプッ
ト及びアウトカムを設定していない。
・事業の有効性、効率性及び成果実績についてより一層の検証を行い、
執行実績を適切に概算要求へ反映させるよう努める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0105 - - - - - - - 令和３年度 ○

102 交通モード多様化事業推進に必要な経費 平成３０年度 令和３年度 4 4 - 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、本事業で得られた
調査結果や知見を最大限生かして、効率的・効果的な
事業の実施に努めること。

- - - - 
予定通り
終了

今後、同種の事業を実施する際は、本事業で得られた調査結果や知見を
最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0106 - - - - - - - 令和元年度 ○

103 沖縄糖業振興対策事業に必要な経費 平成３０年度 － 1,002 1,341 1,301 点検対象外 現状通り
事業の進捗状況を的確に把握しながら、有効性、効率
性及び成果実績について、より一層の検証に努めるべ
き。

715 500 ▲215 - 現状通り

行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、働き方改革の取組の進展
と長時間労働削減の進捗状況等について確認することで、事業の有効
性・効率性・成果について適切かつ的確な検証に努め、働き方改革の実
施に向けて必要な事業を実施することとします。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0107 - - - - - - - 令和３年度 ○

104 沖縄の酒類製造業の自立的経営の促進に必要な経費 平成３０年度 令和３年度 142 142 98 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、本事業で得られた
知見やノウハウを最大限生かして、より効率的・効果
的な事業の実施に努めること。

- - - - 
予定通り
終了

　本事業は令和４年度予算要求をしておらず、令和３年度をもって終了
となる。
なお、本事業は沖縄県産酒類のうち「泡盛」の海外輸出を促進するため
の事業であるが、今後、「泡盛」に限らず、沖縄県産酒類のための事業
を実施する際は、本事業で得られた知見やノウハウを最大限生かして、
より効率的・効果的な事業の実施に努めることとする。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0108 - - - - - - - 令和２年度 ○

105 沖縄国立大学法人施設整備に必要な経費 平成３０年度 令和６年度 9,457 2,394 2,394 点検対象外 現状通り

事業実施省庁との連携を密なものとし、事業の進捗状
況を的確に把握しながら、効果的かつ効率的な予算執
行に努め、事業終了年度に向けて沖縄健康医療拠点の
整備を着実に進められたい。

16,263 16,263 - - 現状通り
事業終了年度に向けて沖縄健康医療拠点の整備を着実に進められるよ
う、事業実施省庁との連携を密にし、事業の進捗状況を的確に把握しな
がら、効果的かつ効率的な予算執行に努める。

重要政策推進枠：7,978 沖縄振興局 一般会計

（項）沖縄国立大学法人施設
整備費（大事項）沖縄国立大
学法人施設整備に必要な経費
（大事項）沖縄国立大学法人
健康医療拠点施設整備に必要
な経費

内閣
府

- 0109 - - - - - - - 令和元年度 ○

106 沖縄観光防災力強化支援事業 令和元年度 令和３年度 950 950 900 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、本事業で得られた
知見やノウハウを最大限生かして、効率的・効果的な
事業の実施に努めること。

- - - - 
予定通り
終了

行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、同種の事業を実施する際
は効率的・効果的な事業の実施に努めたい。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0110 - - - - - - - 令和３年度 ○

107 沖縄振興特定事業推進費 令和元年度 令和１３年度 8,500 6,504 5,088 点検対象外 現状通り

市町村等との連携を密にしながら、事業の進捗管理及
び効果検証に取り組み、優先度の高い事業に対して十
分な支援がなされるよう努めるべき。また、過去の成
果実績が未記入であるが、国民への説明責任という観
点から、現時点で記入することが困難である理由を、
本レビューシートにおいても明らかにするべき。

8,000 7,500 ▲500 - 現状通り

今後も市町村等との連携を密にしながら、事業の進捗管理及び効果検証
に取り組み、優先度の高い事業に対して十分な支援ができるよう努めて
いく。また、過去の成果実績については、本補助金が令和元年度に創設
されており、ほとんどの事業の目標達成年度が令和３年度以降に設定さ
れているため、令和２年度以前の成果実績は記載が困難となっている
旨、本レビューシートにおいても明らかにした。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計

（項）沖縄振興特定事業推進
費
（大事項）沖縄振興特定事業
の推進に必要な経費

内閣
府

- 0112 - - - - - - - 令和３年度 ○

108 新たな沖縄観光サービス創出支援事業 令和３年度 － 336 191 157 

①商品化６０％を目ざしているが、それが妥当な数字なのかどうか、説
明がない。②観光に安易に頼りすぎではないか。新型コロナ禍の拡大の
たびに大騒ぎになっている沖縄経済には、大きな問題（欠陥）がある。
日本復帰５０周年、そろそろ政策本体の検討が必要かもしれない。その
意味で、マクロの政策評価との連携が必要。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえて、事業の有効性、効率性
及び成果実績について、より一層の検証に努め、執行
実績を適切に概算要求に反映させること。また、地方
自治体、民間等に委ねることができない事業なのかと
いう論点も想定されるため、国と地方自治体、民間等
との役割分担を明確にしながら事業を実施されたい。

101 285 184 - 現状通り

商品化60％の目標については、事業者ヒアリングにより新しく販売され
るツアーが成功する割合は5割程度との話を参考に設定したものであり、
今後の商品化の状況についてフォローアップを行うなど、注視してまい
りたい。また、令和4年度より新たな沖縄振興基本方針等において、観光
業も含めた沖縄の産業振興のための政策の方向性を定めたところであ
り、地方自治体や民間等と連携しながら、本事業を進めてまいりたい。
令和5年度概算要求については、これまでの執行状況等を勘案したものを
反映している。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

新
21

- 0001 - - 書面点検 前年度新規 - ○

109 交通動態の変化に対応する道路環境創出事業 令和３年度 令和３年度 75 75 74 

国交省や他の都道府県、バス事業者や鉄道事業者（民間）でも似たよう
な調査事業を、全国各地で行っている。わざわざ内閣府の予算でやる意
味があるのか。また、内閣府がこの金額の４件で、何が分かったのか
も、不明。事業の概要と成果について、一般国民、そして沖縄県民は本
シートを見るしかないのだが、ここには記載も資料の案内も無い。この
ままでは、事例集の作成と契約を締結自体が「目的」になっていると理
解されても仕方ないだろう。説明責任の観点から言えば、不十分であ
る。

終了予定

外部有識者の所見を踏まえ、国民へ説明責任という観
点から、沖縄県との役割分担を明らかにしつつ、本事
業を内閣府において実施する意義を説明されたい。ま
た、本事業によって得られた成果（調査結果）を明ら
かにされたい。なお、今後、同種の事業を実施する際
は、本事業で得られた知見やノウハウを最大限生かし
て、効率的・効果的な事業の実施に努めること。

- - - - 
予定通り
終了

　沖縄振興については国が国家戦略として総合的・積極的に推進してい
るところ、渋滞対策についても主要幹線道路を管理する国が知見を活か
して本調査事業を行っているところ。県等とは国が設置する「沖縄地方
渋滞対策推進協議会」等を通じて連携を図っている。
　本事業では、渋滞緩和のための諸方策について
・シェアサイクルの普及のためには、路線バス等公共交通機関からの端
末利用を促進するためのサイクルポート増加等が課題であること
・安全かつ快適なバス環境構築のためには、時間短縮や快適な通勤が可
能な「通勤急行バス」運行が有効であること
・交通結節点の整備には、歩行者の交通モード間の乗継等の交通機能や
まちづくりと連携した賑わい機能等が必要であること
等の調査結果が得られたところであり、これらは今後のバス事業者との
協議や交通結節点整備等に活かしていくこととしている。
　今後、同種の事業を実施する際は、本事業で得られた知見やノウハウ
を最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努めていく。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）
沖縄政策の推進に必要な経費

内閣
府

新
21

- 0002 - - - - - 書面点検 前年度新規 - ○

施策名：１０．子ども・若者育成支援推進大綱の作成・推進

110 子供・若者育成支援推進経費 昭和４１年度 － 198 198 103 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を
最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努め
ること。

227 - ▲227 - 
予定通り
終了

所見を踏まえ、こども家庭庁において効率的・効果的な事業の実施に努
めることとしたい。

政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0113 - - - - - - - 令和元年度

施策名：１２．高齢社会対策大綱の作成・推進

111 高齢社会対策推進経費 昭和４９年度 － 31 31 19 点検対象外 現状通り
一者応札の解消に向けた取り組みを行い、引き続き、
効果的･効率的な事業の実施に努めること。また、効
率的に執行した実績を概算要求に反映させること。

32 32 ▲0 - 現状通り
今後も引き続き公示期間の十分な確保に努めるなど、一者応札の解消に
取り組み、効果的・効率的な事業の実施に努めて参りたい。

政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0114 - - - - - - - 令和３年度 　

施策名：１３．障害者基本計画の策定・推進

112 バリアフリー・ユニバーサルデザイン施策推進経費 平成１４年度 － 3 3 3 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の適切かつ効
率的な執行に努めること。

3 3 ▲0 - 現状通り

引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の適切かつ効率的な執行に努め
るとともに、概算要求においては、単価の改定に伴い増額となったとこ
ろもあるが、真に必要な経費について精査を行い、前年度予算額を超え
ないものとした。

政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0115 - - - - - - - 令和３年度

113 障害者施策推進経費 昭和５６年度 － 124 124 91 点検対象外 現状通り
一者応札の解消に向けた取り組みを行い、引き続き、
効果的･効率的な事業の実施に努めること。また、効
率的に執行した実績を概算要求に反映させること。

118 144 27 - 現状通り
所見も踏まえつつ、一者応札の解消に向けた取り組みを行い、また事業
についても、引き続き効果的・効率的な事業の実施等に努めてまいりた
い。

重要政策推進枠：39
政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0116 - - - - - - - 令和３年度



施策名：１４．交通安全基本計画の作成・推進

114 交通安全対策推進経費 昭和４５年度 － 78 78 60 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努めるこ
と。また、効率的に執行した実績を概算要求に反映さ
せること。

76 89 13 - 現状通り 引き続き効果的・効率的な事業の実施に努めて参りたい。 重要政策推進枠：20
政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0117 - - - - - - - 令和２年度

施策名：１５．子どもの貧困対策大綱の作成・推進

115 子どもの貧困対策調査研究等経費 平成２６年度 － 140 144 74 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を
最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努め
ること。

138 - ▲138 - 
予定通り
終了

今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を最大限生かして、
効率的・効果的な事業の実施することとする。

政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0118 - - - - - - - 令和元年度

116
子供の未来応援地域ネットワーク形成支援事業（地
域子供の未来応援交付金）

平成２７年度 － 2,168 1,803 309 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を
最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努め
ること。

296 - ▲296 - 
予定通り
終了

今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を最大限生かして、
効率的・効果的な事業の実施することとする。

政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0119 - - - - - - - 平成３０年度 ○

施策名：１６．青年国際交流の推進

117 青年国際交流経費 昭和３４年度 － 152 152 108 

青年の国際交流自体は国として推進すべきものと考えるが、今のままの
事業内容でいいのいか検討していただきたい。また、成果目標が主観的
なアンケートの回答では、効果を定量的に測定しているとは言い難い。
客観的なデータにできないか検討すべき。

事業内容の
一部改善

外部有識者の所見も踏まえ、事業内容を検討し、成果
目標について客観的なデータに基づく定量的に測定で
きるものを検討すべきではないか。

1,328 1,371 42 - 
年度内に
改善を検

討

令和４年１月から計６回にわたり「青年国際交流事業の在り方検討会」
を開催し、事業内容の再検討を行った。令和５年度事業については、同
検討会報告書を踏まえて、募集選考段階、事業実施段階、事後活動段階
という３つの局面において、「意欲の高い青年の参加」、「効果的なプ
ログラムの実施」、「グローバルネットワークを生かした事後活動の継
続」という下位目標となる強化の視点を設定し、それに沿った評価を行
いながら、事業の充実に向けた取組を進める。令和５年度概算要求にお
いては、特に「世界青年の船」事業について、同検討会で報告書を踏ま
えた新たなプログラムを実施するための要求を行う。

重要政策推進枠：193
政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0120 - - - - - 公開プロセス 最終実施年度 令和２年度

施策名：１７．遺棄化学兵器の廃棄処理の実施

118 遺棄化学兵器廃棄処理事業経費 平成１１年度 － 47,393 56,568 43,881 
内容が特殊であることから、ある程度随意契約や一者応札になることは
やむを得ないが、引き続き見積内容や再委託内容の精査が必要。2022年
中という目標を置いたことはよいと考える。

現状通り

外部有識者の所見も踏まえ、事業を実施するにあたり
引き続き、見積内容や再委託内容について精査し、よ
り一層、効率的な経費の執行に努めるとともに、執行
実績を概算要求に適切に反映させること。

62,241 50,759 ▲11,482 - 現状通り
外部有識者及び行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、より一
層、見積内容や再委託内容について精査し、効率的な経費の執行に努め
るとともに、執行実績を概算要求に適切に反映させる。

遺棄化学兵器処理
担当室

一般会計
（項）遺棄化学兵器廃棄処理
事業費（大事項）遺棄化学兵
器廃棄処理事業に必要な経費

内閣
府

- 0053 - - - - - 公開プロセス 最終実施年度 令和３年度 ○ 　

施策名：１８．重要土地等の調査及び規制等の実施

119 重要土地等調査に必要な経費 令和３年度 － 972 972 - 点検対象外 現状通り
効果的･効率的な事業の実施に努めること。また、効
率的に執行した実績を概算要求に反映させること。

492 992 499 - 現状通り
効果的･効率的な事業の実施に努め、効率的に執行した実績を概算要求に
反映することとする。

重要政策推進枠：513
重要土地等調査法
施行準備室

一般会計

（項）内閣本府共通費（大事
項）内閣本府一般行政に必要
な経費
（項）重要土地等調査費（大
事項）重要土地等調査に必要
な経費

内閣
府

新
22

- 0011 - - - - - - - - ○ 　

施策名：２０．男女共同参画基本計画の作成・推進

120 男女共同参画に関する普及・啓発に必要な経費 平成６年度 － 34 50 50 点検対象外 現状通り

昨年度の外部有識者からの所見で指摘された広報媒体
の検討を踏まえつつ、引き続き、事業の実施のために
必要な予算確保に努め、適正な予算の執行に努めるこ
と。

42 47 5 - 現状通り
外部有識者の指摘を踏まえ、広報媒体を検討するとともに、更なる事業
の見直し及び効果的かつ効率的な予算執行に努める。

男女共同参画局 一般会計

（項）男女共同参画社会形成
促進費（大事項）男女共同参
画社会の形成の促進に必要な
経費

内閣
府

- 0121 - - - - - - - 令和３年度

121
男女共同参画を促進するための地方公共団体・民間
団体等との連携に必要な経費

平成１３年度 － 41 49 34 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ
効率的な予算執行に努めること。

50 149 99 - 現状通り 更なる事業の見直し及び効果的かつ効率的な予算執行に努める。 重要課題推進枠：100 男女共同参画局 一般会計

（項）男女共同参画社会形成
促進費（大事項）男女共同参
画社会の形成の促進に必要な
経費

内閣
府

- 0122 - - - - - - - 令和３年度

122 国際交流・国際協力の促進に必要な経費 平成１２年度 － 81 81 25 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ
効率的な予算執行に努めること。

62 141 80 - 現状通り 更なる事業の見直し及び効果的かつ効率的な予算執行に努める。 男女共同参画局 一般会計

（項）男女共同参画社会形成
促進費（大事項）男女共同参
画社会の形成の促進に必要な
経費

内閣
府

- 0123 - - - - - - - 令和２年度

123 女性に対する暴力の根絶に向けた取組に必要な経費 平成１６年度 － 1,312 1,381 1,123 点検対象外 現状通り

交付金対象事業の効果測定や検証を行い、適切かつ効
果的な交付金活用のためのフォローアップに努め、ま
た一者応札の現状については、引き続き参入可能な事
業者の事前調査及び参入要件の緩和を検討するなど、
一者応札の是正に努めること。

883 1,499 616 - 現状通り

交付金対象事業の効果測定や検証を行い、適切かつ効果的な交付金活用
のためのフォローアップに努めるとともに、一者応札の現状のついて
は、公告後、これまでに応札実績のある事業者や入札説明書を取りに来
た事業者に対し、公告内容を連絡する等の対応を行う。

重要政策推進枠：645 男女共同参画局 一般会計

（項）男女共同参画社会形成
促進費（大事項）男女共同参
画社会の形成の促進に必要な
経費

内閣
府

- 0124 - - - - - - - 令和２年度 ○ 　

124 女性の参画の拡大に向けた取組に必要な経費 平成９年度 － 80 80 39 点検対象外 現状通り
一者応札の現状については、参入可能な事業者の事前
調査及び参入要件の緩和を検討するなど、一者応札の
是正に努めること。

77 96 19 - 
執行等改

善

一者応札の現状のついては、公告後、これまでに応札実績のある事業者
や入札説明書を取りに来た事業者に対し、公告内容を連絡する等の対応
を行う。

男女共同参画局 一般会計

（項）男女共同参画社会形成
促進費（大事項）男女共同参
画社会の形成の促進に必要な
経費

内閣
府

- 0125 - - - - - - - 令和２年度

125 女性活躍促進に向けた取組に必要な経費 平成２５年度 － 675 1,660 805 点検対象外 現状通り

交付金対象事業の効果測定や検証を行い、適切かつ効
果的な交付金活用のためのフォローアップに努め、ま
た一者応札の現状については、引き続き参入可能な事
業者の事前調査及び参入要件の緩和を検討するなど、
一者応札の是正に努めること。

300 971 671 - 現状通り

交付金対象事業の効果測定や検証を行い、適切かつ効果的な交付金活用
のためのフォローアップに努めるとともに、一者応札の現状のついて
は、公告後、これまでに応札実績のある事業者や入札説明書を取りに来
た事業者に対し、公告内容を連絡する等の対応を行う。

重要政策推進枠：671 男女共同参画局 一般会計

（項）男女共同参画社会形成
促進費（大事項）男女共同参
画社会の形成の促進に必要な
経費

内閣
府

- 0126 - - - - - - - 令和２年度 ○

126 仕事と生活の調和の推進に必要な経費 平成２０年度 － 20 20 12 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ
効率的な予算執行に努めること。

15 18 3 - 現状通り 更なる事業の見直し及び効果的かつ効率的な予算執行に努める。 男女共同参画局 一般会計

（項）男女共同参画社会形成
促進費（大事項）男女共同参
画社会の形成の促進に必要な
経費

内閣
府

- 0127 - - - - - - - 令和元年度

施策名：２１．食品健康影響評価に関する施策の推進

127 食品健康影響評価技術の研究に必要な経費 平成１７年度 － 200 247 198 点検対象外 現状通り

引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努め、最大
限の研究結果が得られる調達を実施し、効率的に執行
した実績及び不用額が生じていることを踏まえ概算要
求に反映させること。

189 234 46 - 現状通り

引き続き、外部専門家を含む「研究・調査企画会議」による事
前評価や経費・使途の確認作業等を通じた研究計画の評価を実
施し、競争的資金制度の趣旨を踏まえて適正に事業を実施す
る。

重点政策推進枠：112 食品安全委員会 一般会計
（項）食品安全政策費（大事
項）食品健康影響評価技術の
研究に必要な経費

内閣
府

- 0129 - - - - - - - 令和元年度 ○

128 リスクコミュニケーション実施経費 平成１５年度 － 24 24 11 点検対象外 現状通り
依然として不用額が生じていることを踏まえ、要因等
を分析し執行実績を適切に概算要求に反映させるこ
と。

24 24 0 - 現状通り

昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、人を集めて実施する
リスクコミュニケーションが実施できなかったことから不用額が大きく
なった。本年度は新型コロナウイルス感染症の状況を十分考慮しながら
対面のほか、web会議、動画配信等、インターネットを積極的に活用する
等して引き続き科学的知見に基づくリスク評価（食品中の毒性はどの程
度なのか、どのくらいなら食べても健康に影響がないのか等）について
のリスコミを行い、効率的かつ適正な予算の執行に努める。

食品安全委員会 一般会計
（項）食品安全政策費（大事
項）食品安全の確保に必要な
経費

内閣
府

- 0130 - - - - - - - 平成３０年度

施策名：２２．公益法人制度改革等の推進

129 公益法人制度の適正な運営の推進に必要な経費 平成１９年度 － 155 233 222 

・「公益認定等総合情報システムによる電子申請の推進により申請、審
査等の効率化等を行う。」について。まず、指標については、※印に書
いてある「公益認定申請、移行認可申請、変更届出、事業計画提出、事
業報告提出、実施報告書提出の電子申請率」とした方が分かりやすい。
また、指標の分母が分からないが（合算数の分母）、分母が分かるよう
に書かれた方がよい。さらに、百分率については、成果・実績値が
「99.6%」で頭打ちとなっているようだが、指標の見直しの余地はない
か。点検結果には「平成20年12月の制度開始から、25年11月末をもって
移行期間が終了し、26年度からは移行審査中心の業務から、審査・監督
業務が中心となった。」とある。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、活動指標の検討及び見直
しを行うとともに、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

44 43 ▲0 - 現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、活動指標の検討及び見直しを行うととも
に、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ効率的な予算執行に努め
る。

公益認定等委員会 一般会計

（項）公益法人制度適正運営
推進費（大事項）公益法人制
度の適正な運営の推進に必要
な経費

内閣
府

- 0131 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度

施策名：２３．経済社会総合研究の推進

130 経済社会活動の総合的研究に必要な経費 平成１２年度 － 482 482 307 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、参入可能な事業者の事前調
査及び参入要件の緩和を検討するなど、一者応札の是
正に努めること。

382 398 16 - 現状通り
所見を踏まえ、一者応札の是正に努めるとともに、引き続き、事業の適
切な進捗管理、適切かつ効率的な執行に努める。

経済社会総合研究
所

一般会計
（項）経済社会総合研究所
（大事項）経済社会活動の研
究等に必要な経費

内閣
府

- 0132 - - - - - - - 令和元年度 ○

131 国民経済計算に必要な経費 平成１２年度 － 147 147 106 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、参入可能な事業者の事前調
査及び参入要件の緩和を検討するなど、引き続き一者
応札の是正に努めること。

122 122 ▲0 - 現状通り
入札の実施にあたっては、市場価格調査の実施や公告期間の十分な確保
などにより、引き続き一者応札の是正に努めていきたい。

経済社会総合研究
所

一般会計
（項）経済社会総合研究所
（大事項）経済社会活動の研
究等に必要な経費

内閣
府

- 0133 - - - - - - - 令和３年度 ○

132 経済研修所運営に必要な経費 平成１２年度 － 9 9 5 

事業の目的が「職務上必要とされる知識や技能の習得・向上及び分析能
力を養う」ことなのであるから、成果は目的が達成されたかで測るべ
き。習熟度テストの結果を成果実績としているのは適切だが、主観的な
受講者の評価を用いるのは疑問。「研修が役に立たなかった」とはなか
なか回答しないのでは。エクセルに関しては世の中に多々研修が存在す
るので、比較検討していただきたい。なお、いつまでもエクセルでよい
のか（RPAなど）も検討されたい。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、同種研修の比較及び継続
性について検討すること。また、事業の有効性及び効
果について適切に検証するとともに、予算の効率的執
行に努めること。

9 9 - - 現状通り

外部有識者及び行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、令和５年
度研修計画の策定に際し、同種研修の比較及び継続性、また事業の有効
性等について検討してまいりたい。予算については引き続き効率的執行
に努める。

経済社会総合研究
所

一般会計
（項）経済社会総合研究所
（大事項）経済社会活動の研
究等に必要な経費

内閣
府

- 0134 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度 　



施策名：２４．迎賓施設の適切な管理・運営

133 赤坂迎賓館参観経費 平成２８年度 － 760 760 410 点検対象外 現状通り

　感染防止対策を徹底しつつ、効率的かつ効果的な参
観手法の在り方等の検討を継続して行うとともに、執
行実績を適切に概算要求に反映させること。
一者応札となった要因を検証し、競争性が確保される
よう事業の実施に努めること。

639 640 1 - 現状通り

引き続き、感染防止対策を徹底して安心・安全な参観の実施に努めると
ともに、様々な試行的取組を通じ、効率的かつ効果的な参観手法のあり
方の検討を行う。
概算要求においては執行実績を踏まえつつ、参観者数の回復を見据え、
真に必要な要員の配置を精査し、適切な要求に努める。

迎賓館 一般会計
（項）迎賓施設運営費（大事
項）迎賓施設の運営に必要な
経費

内閣
府

- 0135 - - - - - - - 令和３年度

134 京都迎賓館参観経費 平成２８年度 － 254 254 148 点検対象外 現状通り

　感染防止対策を徹底しつつ、効率的かつ効果的な参
観手法の在り方等の検討を継続して行うとともに、執
行実績を適切に概算要求に反映させること。
一者応札となった要因を検証し、競争性が確保される
よう事業の実施に努めること。

243 235 ▲8 - 現状通り

引き続き、参観者の検温・手指等の消毒を徹底し、館内において密が発
生しないよう常に参観者数を適切に管理し、安心・安全な参観の実施に
努めるほか、参観者から高い満足度が引き続き得られるよう、効率的か
つ効果的な参観手法のあり方の検討を行う。また、運営業務等の概算要
求にあっては、執行実績や真に必要な要員の配置を踏まえた適切な概算
要求に努める。
調達については、事業者から応札の障害となる要因の聞き取りを行って
仕様等に反映し、引き続き、競争性の確保に努める。

迎賓館 一般会計
（項）迎賓施設運営費（大事
項）迎賓施設の運営に必要な
経費

内閣
府

- 0136 - - - - - - - 令和３年度

施策名：２５．科学技術・イノベーション基本計画の策定・推進

135 原子力政策の検討及び適切な情報発信等 平成１３年度 － 128 128 70 

重要な事業であることは間違いない。しかし、１つの事業に複数の業務
が入り込んでおり、そのため、効果測定が不十分になっている。これ
が、国民の認知度を高めていない要因である。
従って、国民の認知や事業の透明性を高める、この２つの目的のために
アウトプットやアウトカム、それぞれについてより具体的な指標を設定
すべきである。
併せて、危機時に適切に対応できるよう体制強化の検討をすること。

事業全体の
抜本的な改

善

公開プロセスでの議論、外部有識者の所見を踏まえ、
事業内容の見直し、効果検証手法の検討を行い、本事
業における有効性・効果の向上を検討するとともに、
概算要求に反映させること。

137 - ▲137 - 
執行等改

善

一つの事業に複数の業務が入り込んでおり、そのため効果測定が不十分
になっているという指摘を受け、当該事業をより細分化した目標ごとに
再整理し、あわせて個別の取組について、それぞれアウトプット・アウ
トカムの目標と具体的な指標を設定することで、事業の透明性を高め
た。

所見を踏まえ、令和5年要求におい
て予算事項の見直しを行い、当事
項を廃し、新たな事項「原子力政
策の検討及び理解増進」「原子力
の国際協力及び各省庁連携の推
進」を設け、予算要求することに
伴う減。

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

- 0049 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度 ○ ○

136
戦略的イノベーション創造プログラム
（エネルギー分野、次世代インフラ分野及び地域資
源分野）

平成２６年度 － 34,804 34,503 34,287 

活動指標が有意なものとは思われない。特許出願数については、それま
での受諾者の研究成果と、本事業の予算交付の結果との区別がなされる
べきであり、指標は後者についてのみなされるべきである。論文出版数
は、指標となり得ない。論文の質を第三者により評価する制度をも内包
しなければならない。また、PDの決定の有効性を事後的に検証する制度
的枠組みが存在しないか、少なすぎる。これまで、SIPの成果は十分と
は言えない領域が多く、全般的に、第三者かつ専門家による客観的かつ
事後的な精査が必要である。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、外部点検の実施の検討を
含め、適切な目標の設定と各府省の協力を得て、アカ
ウンタビリティの質の向上に努めること。

28,000 28,000 - - 現状通り

活動指標については、特許出願数はSIPではフォアグラウンド特許とバッ
クグラウンド特許を分けて扱うことにしており、活動指標としては、
フォアグラウンド特許として本事業の予算交付により発生した特許をカ
ウントしている。また、論文出版数は本事業の予算交付により発生した
論文をカウントするものであるが、論文の質についてはSIPの評価の中で
掲載されたジャーナルのインパクトファクターなどを踏まえて評価して
いる。なお、本事業は５か年事業であり、令和４年度は最終年度である
ため、目標達成に向けて５年間継続的に取り組んできた活動指標につい
ては引き続き、取り組むこととする。来年度以降については、有識者の
所見を踏まえ、次期のプログラム開始に合わせて活動指標を改めて検討
した上で設定する。
　事後的な検証の仕組みについては、戦略的イノベーション創造プログ
ラム運用指針に基づき、CSTIのガバニングボードのもとに第三者かつ専
門家による評価WGを設置し、研究開発の進捗状況やマネジメントについ
て、毎年度評価、３年目の中間評価、事業終了後の追跡評価を行い、そ
の結果に基づき、次年度の予算配分などを実施しているところである。
　本事業で実施している各課題のアウトプットやアウトカムについて、
課題ごとに記載しているとともに、資金の流れ、費目・使途、支出先上
位10者リストについても課題ごとに作成しており、アカウンタビリティ
の質の向上に努めている。

重要政策推進枠：2,800
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術イノベーショ
ン創造推進費（大事項）科学
技術イノベーション創造の推
進に必要な経費

内閣
府

- 0050 - - - - - 書面点検 最終実施年度 平成３０年度 ○ ○

137
科学技術イノベーション創造推進費
（健康・医療分野）

平成２６年度 － 17,500 19,871 19,871 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、事業の適切な進捗
管理、予算の効率的かつ効果的な執行に努めること。

17,500 17,500 - - 現状通り
所見の通り、引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効率的かつ適正
な執行に努めることとする。

重要政策推進枠：1,750
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術イノベーショ
ン創造推進費（大事項）科学
技術イノベーション創造の推
進に必要な経費

内閣
府

- 0051 - - - - - - - 令和２年度 ○ ○

138 官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM） 平成３０年度 － 13,001 12,401 12,348 点検対象外 現状通り

予算配分案の検討にあたっては、第三者評価を行う審
査会を設置し、年度ごとの効果を検証するなど、事業
を効率的・効果的に運営するための取組みが見受けら
れる。
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効率的かつ
効果的な執行に努めること。

10,000 10,000 - - 現状通り
今後も、第三者による評価を踏まえて、事業の適切な進捗管理、予算の
効率かつ効果的な執行に努める。

重要政策推進枠：1,000
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術イノベーショ
ン創造推進費（大事項）科学
技術イノベーション創造の推
進に必要な経費

内閣
府

- 0052 - - - - - - - 令和元年度

施策名：２６．匿名加工医療情報に関する施策の推進

139
次世代医療基盤法に関する国民・患者の理解の増進
に必要な経費

令和元年度 － 54 54 20 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施、予算の適切
かつ効率的な執行に努めること。

54 54 - - 現状通り
所見の通り、引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効率的かつ適正
な執行に努めることとする。

健康・医療戦略推
進事務局

一般会計
（項）健康・医療戦略推進事
務局（大事項）健康・医療戦
略の推進等に必要な経費

内閣
府

- 0183 - - - - - - 令和２年度

140 匿名加工医療情報の利活用に必要な経費 令和元年度 － 61 61 50 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施、予算の適切
かつ効率的な執行に努めること。

62 92 30 - 現状通り
所見の通り、引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効率的かつ適正
な執行に努めることとする。

重要政策推進枠：52
健康・医療戦略推
進事務局

一般会計
（項）健康・医療戦略推進事
務局（大事項）健康・医療戦
略の推進等に必要な経費

内閣
府

- 0184 - - - - - - 令和２年度

施策名：２７．宇宙開発利用に関する施策の推進

141 宇宙利用拡大の調査研究 平成２６年度 － 450 450 331 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、効果的・効率的な
事業の実施に努めること。

420 420 - - 現状通り
所見を踏まえ、事業者の進捗管理等を適時適切に行い、効果的・効率的
な執行に努める。

宇宙開発戦略推進
事務局

一般会計
（項）宇宙開発戦略推進事務
局（大事項）宇宙開発利用政
策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0137 - - - - - - - 令和２年度 ○

142 実用準天頂衛星システム事業の推進 平成２４年度 令和１４年度 28,094 32,903 32,665 

重要な事業であり、特殊な内容であることから、ある程度随意契約にな
ることはやむを得ないが、見積内容や再委託がある場合にはその内容に
ついて十分に精査されたい。また、目標について、最終的な目標とは別
に、もう少し刻んだ短期的な目標も設定することを検討していただきた
い。

現状通り

有識者の所見を踏まえ、適切な目標を設定し、効果
的・効率的な事業の実施に努めること。
また、効率的に執行した実績を概算要求に反映させ、
コストの縮減に努めること。

16,752 26,982 10,229 - 現状通り

有識者の所見を踏まえ、活動指標を「各省連携プロジェクトの件数」と
見直した。効率的・効果的に宇宙開発を進めていくために、各省の縦割
りを排除し、全体最適を図れるよう、衛星開発・実証小委員会を適切に
運営していく。

重要政策推進枠：13,644
宇宙開発戦略推進
事務局

一般会計
（項）宇宙開発戦略推進事務
局（大事項）宇宙開発利用政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

- 0138 - - - - - 公開プロセス その他 平成２９年度 ○

143 宇宙開発利用推進費 令和２年度 － 8,300 8,280 8,256 

実際に予算を使って何かをするのは他省庁であり、定量的な目標もない
ため評価できない。プロジェクトが多ければいいというわけでもなく、
レビューの意義が不明。役割が省庁間の調整による効率的な執行や合目
的性の評価などであるのなら、役割に応じた目標を設定すべきではない
か。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標を設定し、効
果的・効率的な事業の実施に努めること。

1,300 2,800 1,500 - 現状通り

所見を踏まえ、引き続き事業の進捗状況等を確認して、効果的・効率的
な事業の実施に努める。また、現在は複数年に渡って7機体制の運用に向
けて事業を進めているところであり、定量的な短期目標の設定は困難で
あるが、引き続き検討を進める。

重要政策推進枠：1,500
宇宙開発戦略推進
事務局

一般会計
（項）宇宙開発戦略推進事務
局（大事項）宇宙開発利用の
推進に必要な経費

内閣
府

- 0139 - - - - - 書面点検 その他 - ○

施策名：２８．北方領土問題解決促進のための施策の推進

144 北方領土返還要求運動推進等経費 昭和４３年度 － 53 53 36 

・「北方対策本部が主催又は関係団体と協力して実施する北方領土問題
の啓発を目的とした講演会やパネル展等のイベントの開催回数」につい
て、令和元年は目標値は「10」であったが、その後は「５」「４」と半
減している。コロナ下の特殊事情があるとしても、予算額が変化してい
ないのであれば、目標は「10」のまま維持し、成果・実績値が未達成で
あると記載すべきではないか。
・「全国各地で開催される北方領土問題の解決の促進に資する行事等の
情報を北方対策本部ホームページに掲載する回数」だが、HPの改訂回数
のことと思われる。あまり見ない指標である。この指標は必要なのか。
閲覧件数だけでよいのではないか。
・北方領土隣接地域のSNS動画共有サイトによる魅力発信業務及び北方
地域総合実態調査については一者応札となっているが、競争性の確保の
ための工夫の余地はないか。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、数値目標の設定方法の検
討を行うこと。一者応札となった要因を検証し、競争
性が確保できるよう事業の実施に努め、執行実績を踏
まえた概算要求を行うこと。

53 94 41 現状通り

・「北方対策本部が主催又は関係団体と協力して実施する北方
領土問題の啓発を目的とした講演会やパネル展等のイベントの
開催回数」は、令和２年に働き方改革の一環として当部局内の
業務見直しを行い、回数を縮小し各事業の規模を拡充した結
果、「当初見込み」が減少したもの。
・「全国各地で開催される北方領土問題の解決の促進に資する
行事等の情報を北方対策本部ホームページに掲載する回数」
は、北方対策本部における情報発信の回数であるため、指標と
して記載しているところであるが、御指摘を踏まえ、どのよう
な指標が適切か検討してまいりたい。
・いずれの契約も会計法令に基づき適切に調達手続きを実施し
たところであるが、公告開始日の前倒し、公告期間の延長など
一者応札の改善に努めてまいりたい。

重要政策推進枠：60 北方対策本部 一般会計
（項）北方対策本部（大事
項）北方領土問題対策に必要
な経費

内閣
府

- 0140 - - - - - 書面点検 最終実施年度 平成３０年度 ○

施策名：２９．少子化社会対策大綱及び子ども・子育て支援の推進

145 子ども・子育て支援に必要な経費 平成１７年度 － 167 167 90 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を
最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努め
ること。

143 - ▲143 - 
予定通り
終了

令和５年度は、同種の事業をこども家庭庁に移管し実施予定である。効
率的・効果的な事業の実施に努めることとする。

子ども・子育て本
部

一般会計
（項）子ども・子育て本部
（大事項）子ども・子育て支
援に必要な経費

内閣
府

- 0141 - - - - - - - 令和３年度

146 地域少子化対策強化事業 平成２５年度 － 3,823 2,153 1,319 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を
最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努め
ること。

823 - ▲823 - 
予定通り
終了

令和５年度は、同種の事業をこども家庭庁に移管し実施予定である。効
率的・効果的な事業の実施に努めることとする。

子ども・子育て本
部

一般会計
（項）子ども・子育て本部
（大事項）子ども・子育て支
援に必要な経費

内閣
府

- 0142 - - - - - - - 平成３０年度 ○

147 児童手当等交付金に必要な経費 昭和４６年度 － 1,294,923 1,294,923 1,249,192 

「児童の健やかな成長に資する」という目的からすると、必要とする扶
養者がきちんと給付を受けられる（ような制度周知）及び扶養者の冗費
に充てられてしまわないような方策が図られるべきと考える（実際の事
務は地方公共団体が担当することを考慮するとそのような方策も地方公
共団体の担当ということになるとは思う）。

終了予定
外部有識者の所見も踏まえながら、今後、同種の事業
を実施する際は、当該事業の知見を最大限生かして、
効率的・効果的な事業の実施に努めること。

1,258,773 - ▲1,258,773 - 
予定通り
終了

所見の内容を踏まえ、今後検討いたします。
子ども・子育て本
部

年金特別会
計子ども・
子育て支援

勘定

(項)児童手当等交付金
（大事項）児童手当交付金に
必要な経費
（大事項）特例給付等交付金
に必要な経費

内閣
府

- 0143 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度 ○

148 子どものための教育・保育給付に必要な経費 平成２７年度 － 1,619,835 1,545,528 1,501,903 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を
最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努め
ること。

1,626,519 - ▲1,626,519 - 
予定通り
終了

所見の内容を踏まえ、効率的・効果的な事業の実施に努めてまいりた
い。

子ども・子育て本
部

年金特別会
計子ども・
子育て支援

勘定

（項）子ども・子育て支援推
進費（大事項）子どものため
の教育・保育給付等に必要な
経費

内閣
府

- 0144 - - - - - - - 令和２年度 ○ 　



149 地域子ども・子育て支援に必要な経費 平成２７年度 － 194,030 188,525 160,060 

実際に事業を実施するのは市町村であり、目標を設定しにくい中で、定
量的な目標をよく工夫されて設定しているとは思うが、「この交付金で
最終的にこれだけできた」という全体的な成果（「児童クラブ等を整備
した個所数」のような）を他にも設定することを検討されたい。

終了予定
外部有識者の所見を踏まえ、今後、同種の事業を実施
する際は、当該事業の知見を最大限生かして、効率
的・効果的な事業の実施に努めること。

185,384 - ▲185,384 - 
予定通り
終了

所見の内容を踏まえ、今後検討いたします。
子ども・子育て本
部

年金特別会
計子ども・
子育て支援

勘定

（項）地域子ども・子育て支
援及仕事・子育て両立支援事
業費
（大事項）地域子ども・子育
て支援に必要な経費

内閣
府

- 0145 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度 ○

- 503 26 - - - - 
子ども・子育て本
部

一般会計

（項）仕事・子育て両立支援
事業費
（大事項）仕事・子育て両立
支援に必要な経費

194,023 194,023 193,887 184,730 - ▲184,730 - 
子ども・子育て本
部

年金特別会
計子ども・
子育て支援

勘定

（項）地域子ども・子育て支
援及仕事・子育て両立支援事
業費（大事項）仕事・子育て
両立支援等に必要な経費

151 大学等における修学支援に必要な経費 令和２年度 － 480,366 480,366 288,075 点検対象外 終了予定
過去の外部有識者の所見を踏まえて、今後、同種の事
業を実施する際は、当該事業の知見を最大限生かし
て、効率的・効果的な事業の実施に努めること。

519,609 - ▲519,609 - 
予定通り
終了

過去の機関要件についての所見を踏まえて、在学する学生が学問追求と
実践的教育のバランスの取れた質の高い教育を受けられるように、今
後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を最大限生かして、効
率的・効果的な事業の実施に努める。

子ども・子育て本
部

一般会計
（項）大学等修学支援費
（大事項）大学等における修
学の支援に必要な経費

内閣
府

- 0147 - - 令和３年度 ○

施策名：３０．有人国境離島施策の推進

152 有人国境離島政策の推進に必要な経費 平成２９年度 令和８年度 5,534 5,349 4,267 点検対象外 現状通り
引き続き交付金事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、事業の有効性、効率性及び成果実績について、よ
り一層の検証に努めること。

5,036 5,895 859 - 現状通り

・有人国境離島に関する施策については、引き続き、都道県計画に沿っ
て、地域の実状に応じて支援していく。
・事業の有効性、効率性及び成果実績については、今後のフォローアッ
プにおいて、国だけではなく、地域毎の指標や取組も合わせて検証し、
必要に応じて、国の基本方針や都道県計画の見直し等を行う。

重要政策推進枠：1,369
総合海洋政策推進
事務局

一般会計
（項）有人国境離島政策推進
費（大事項）有人国境離島政
策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0148 - - - - - - - 平成３０年度 ○

施策名：３１．国際平和協力に関する施策の推進

153 国際平和協力隊の派遣等経費 平成４年度 － 207 207 87 
定量的な目標設定は、一部、可能であろう。例えば、日通に支払う経費
が、平時と紛争時とで、それぞれの平均的経費とどの程度離れた額に
なっているか等は、数値化して提示するべきだと思われる。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、定量的な目標設定を検討
すること。また、予算の効率的執行に努め、不用額が
生じていることも踏まえ、執行実績を適切に概算要求
に反映させること。

208 208 0 - 現状通り

外部有識者の所見につき検討したが、輸送業者に支払う経費に
ついては、派遣先当地の情勢のみならず、他地域の紛争や新型
コロナウイルス等の感染症も含む世界的な情勢による輸送便の
欠航や減便等の事情が影響するため、派遣先当地の情勢を判断
する定量的な目標として定めることは困難であると考える。ま
た、我が国の国際平和協力業務は、紛争中の地域に要員を送る
ことはできないため、この観点からも、平時と紛争時の経費額
の差を定量的指標として掲げることは適切ではないと考える。
なお、概算要求額については、引き続き、効率的な執行に努め
るとともに、本年のウクライナ被災民救援のような突発事案に
も対応できるよう、執行実績を踏まえた予算要求を行った。

国際平和協力本部 一般会計
（項）国際平和協力本部（大
事項）国際平和協力業務の実
施等に必要な経費

内閣
府

- 0149 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度

154 国際平和協力のための人材育成経費 平成１７年度 － 41 41 23 点検対象外 現状通り

人材の確保に向けた採用手法、人材育成手法等を検証
し、効果的な取組を実施するとともに、予算の効率的
執行に努め、執行実績等を適切に概算要求に反映させ
ること。

49 49 - - 現状通り

これまで多くの人材を国際機関等へ着実に輩出しており、国際平和協力
懇談会の報告等で示された政策目的は十分に達成してきているところで
はあるが、人材の採用・育成手法を適宜見直しながら、引き続き国際平
和協力研究員制度を適切に運用し、予算の効率的執行に努める。

国際平和協力本部 一般会計
（項）国際平和協力本部（大
事項）国際平和協力業務の実
施等に必要な経費

内閣
府

- 0150 - - - - - - - 令和３年度

155 人道救援物資備蓄経費 平成９年度 － 156 156 113 点検対象外 現状通り
一者応札の是正及び効率的執行に努め、調達計画に則
して、適切に概算要求に反映させること。

146 210 170 - 現状通り 引き続き一社応札の是正及び適切な執行、予算要求に努める。 重要政策推進枠：99 国際平和協力本部 一般会計
（項）国際平和協力本部（大
事項）国際平和協力業務の実
施等に必要な経費

内閣
府

- 0151 - - - - - - - 令和２年度

施策名：３２．日本学術会議に関する施策の推進

156 各国アカデミーとの交流等の国際的な活動 昭和２３年度 － 200 200 132 

以下の3つを公表して、大所高所の観点から、国民や国会議員の意見を
広く聞いてみるべきだろう。①会議の開催費用、出張旅費が内閣府から
出ていること、②それが行政事業レビューの対象になって、度々取り上
げられている事実、③発出した共同声明の数とか、国際シンポジウムの
開催執行額／実施回数といった事実をベースに「評価」することがレ
ビューだと考えている事務局。 行政事業レビューの対象としては、ふ
さわしくない。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、効果的・効率的な事業の
実施に努めること。

220 209 ▲11 - 現状通り

外部有識者からのご指摘を踏まえ、国際会議の開催や共同声明の発出、
また派遣事業によって、対象にどのような成果や変化があったのかを示
すように成果指標等を修正した。令和5年度行政事業レビューから修正し
た指標で評価を行う。同時に、行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、引き続き効果的・効率的な事業の実施に努める。

日本学術会議 一般会計
（項）日本学術会議（大事
項）科学に関する重要事項の
審議等に必要な経費

内閣
府

- 0152 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度

157 科学の役割についての普及・啓発 昭和６１年度 － 6 6 5 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見も踏まえ、引き続き経費の使
途等を精査・確認の上、効果的･効率的な事業の実施
に努めること。

6 6 - - 現状通り

「日本学術会議のより良い役割発揮に向けて」（令和３年４月２２日日
本学術会議総会決定）において、「国民に分かりやすく科学の成果を伝
えるだけでなく、国民の思いやニーズ・関心を把握するため、双方向の
コミュニケーションの充実を図る」ことが明記されている。学術フォー
ラムは国民の関心の高い問題を中心にテーマが設定され「全国87万人の
科学者」が異なる専攻分野の学術フォーラムに一人の国民として参加し
直接的かつ双方向の対話により科学の向上発達に寄与することも想定し
実施。その上で広く国民に周知し、経費の使途等をしっかりと確認の
上、効果的・効率的な事業の実施に努める。

日本学術会議 一般会計
（項）日本学術会議（大事
項）科学に関する重要事項の
審議等に必要な経費

内閣
府

- 0153 - - - - - - - 令和３年度

158 科学者間ネットワークの構築 昭和２４年度 － 7 7 3 点検対象外 現状通り
引き続き、経費の使途等を精査・確認の上、効果的･
効率的な事業の実施に努めること。

7 7 - - 現状通り 引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効率的執行に努める。 日本学術会議 一般会計
（項）日本学術会議（大事
項）科学に関する重要事項の
審議等に必要な経費

内閣
府

- 0154 - - - - - - - 令和元年度

施策名：３３．国家公務員の再就職支援及び官民の人材交流の円滑な実施の支援

159 国家公務員の再就職支援経費 平成２５年度 － 67 66 53 点検対象外 現状通り
効果的・効率的な事業実施に努め、執行実績等を適切
に概算要求に反映させること。

42 48 1  - 現状通り

[事業概要の①について］
求人・求職者情報サイト運用による利便性向上に加え、各方面への本事
業に係る一層の周知に取り組み、令和３年度の成果実績は59件で、成果
目標値（60件）をほぼ達成した。令和４年度の成果目標値は、直近の成
果実績(増加件数)を踏まえれば70件の目標設定が妥当と考えているが、
本事業のさらなる発展を目指し、さらに10件上積みして80件を目標値と
した。引き続き事業の見直しを随時行うとともに、求人・求職者情報サ
イトの利用者数を増やすこと等により、効果的・効率的な事業実施に努
める。
[事業概要の②について］
令和２年度から新たな低コストの支援を設けているところであり（支援
期間として、1年間、6か月間に加えて3か月間を新設）、今後とも本事業
の一層の周知に取り組み、早期退職募集制度の円滑な運用に資するよう
効果的・効率的な事業実施に努める。なお、利用者数はこれまで増加基
調にあったものの新型コロナウイルス感染症の影響等により令和２・３
年度は減少しているが、本事業の意義や需要動向は大きく変わらないと
考えられる。

官民人材交流セン
ター

一般会計
（項）官民人材交流センター
（大事項）官民人材交流セン
ターの運営に必要な経費

内閣
府

- 0155 - - - - - - - 令和３年度

いずれの施策にも関連しないもの

160 内閣本府庁舎等施設の整備に必要な経費 平成１３年度 － 315 315 134 点検対象外 現状通り

一者応札となった要因を検証し、競争性が確保される
よう事業の実施に努め、引き続き、効果的･効率的な
事業の実施に努めるとともに、効率的な執行の実績を
概算要求に反映させること。

356 805 449 - 現状通り

引き続き、中長期の整備計画に基づく、効果的かつ効率的な整備を行
う。
また、後年度における負担も考慮しつつ、改修等の必要性が高い場合に
適切な整備を行う。
一者応札については、複数社が入札に参加できるよう、公告期間を従前
より確保するとともに、入札に参加可能な事業者に対して市場価格調査
や公告後の声掛けを実施し、競争性を確保する。

大臣官房
会計課

一般会計
（項）内閣本府施設費（大事
項）内閣本府施設整備に必要
な経費

内閣
府

- 0156 - - - - - - - 令和３年度

161 新たな国立公文書館施設の整備に必要な経費 平成３０年度 － 1,751 2,550 2,440 点検対象外 現状通り
引き続き、支出委任先との連携を緊密に図り、効果
的･効率的な事業の実施に努めることとし必要な予算
を概算要求に反映させること。

1,018 1,645 627 - 現状通り 引き続き、効果的･効率的な事業の実施等に努める。
大臣官房
公文書管理課

一般会計
（項）内閣本府施設費（大事
項）内閣本府施設整備に必要
な経費

内閣
府

- 0158 - - - - - - - 令和元年度

162
独立行政法人国立公文書館運営費交付金に必要な経
費

平成１３年度 － 2,387 2,387 2,387 点検対象外 現状通り

一者応札となった要因を検証し、競争性が確保される
よう事業の実施に努め、引き続き、効果的･効率的な
事業の実施に努めることとし、効率的に執行した実績
を概算要求に反映させること。

2,411 2,667 256 - 現状通り

一者応札となった契約については、入札説明会の参加業者等か
ら入札不参加の事情聴取を行うなどの原因分析を行い、聴取内
容を踏まえて仕様書の見直しや公告期間の十分な確保を実施す
ることで競争性が確保されるよう事業の実施に努める。また、
効果的･効率的な事業の実施に向けて、引き続きコスト削減に対
する取組を実施していくこととする。

重要政策推進枠：476
大臣官房
公文書管理課

一般会計

（項）独立行政法人国立公文
書館運営費（大事項）独立行
政法人国立公文書館運営費交
付金に必要な経費

内閣
府

- 0159 - - - - - - - 平成３０年度 ○

150 仕事・子育て両立支援事業に必要な経費 平成２８年度 － 点検対象外 終了予定 -
今後、同種の事業を実施する際は、当該事業の知見を
最大限生かして、効率的・効果的な事業の実施に努め
ること。

予定通り
終了

所見の内容を踏まえ、効率的・効果的な事業の実施に努めてまいりた
い。

内閣
府

- 令和２年度 ○- - -- -0146 -



163 独立行政法人国立公文書館施設整備に必要な経費 平成３０年度 － 56 56 54 適切な予算執行だと思われる。 現状通り

一者応札となった要因を検証し、競争性が確保される
よう事業の実施に努め、引き続き、効果的･効率的な
事業の実施に努めることとし、効率的に執行した実績
を概算要求に反映させること。

34 129 95 - 現状通り

一者応札となった契約については、入札説明会の参加業者等か
ら入札不参加の事情聴取を行うなどの原因分析を行い、聴取内
容を踏まえて仕様書の見直しや公告期間の十分な確保を実施す
ることで競争性が確保されるよう事業の実施に努める。また、
効果的･効率的な事業の実施に向けて、引き続きコスト削減に対
する取組を実施していくこととする。

重要政策推進枠：129
大臣官房
公文書管理課

一般会計

（項）独立行政法人国立公文
書館施設整備費（大事項）独
立行政法人国立公文書館施設
整備に必要な経費

内閣
府

- 0160 書面点検 最終実施年度 令和元年度 ○

164 拉致被害者等の支援に必要な経費 平成１５年度 － 382 382 8 

外交の問題もあり、なかなか最終目的が達せられず、ご家族や関係者の
ご苦労は報道される。ただ、この事業費用を大幅に増額するのか、ある
いは減額するのか、事業規模や体制を拡大するのかそれとも逆に縮小す
るのかといった視点が無ければレビューとしては意味が無い。金額と体
制の妥当性を、一度再検討すべきであろう。

現状通り

引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努めること
とし、効率的に執行した実績を概算要求に反映させる
こと。また、外部有識者の所見についても検討を行う
こと。

393 403 11 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、適切な経費の執行に努め
つつ、必要な支援を実施するよう努める。また、事業費用や事業規模に
ついては、室内で検討する。

大臣官房
拉致被害者等支援
担当室

一般会計
（項）内閣本府共通費（大事
項）拉致被害者等の支援に必
要な経費

内閣
府

- 0161 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度

165 経済財政政策運営の企画立案総合調整に必要な経費 平成１３年度 － 29 29 20 点検対象外 現状通り
事業の有効性・効果について適切に検証するととも
に、予算の効率的執行に努め、執行実績を適切に概算
要求へ反映させること。

15 14 ▲1 - 現状通り 引き続き、予算を効果的かつ効率的に執行するために努めてまいる。
政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0164 - - - - - - - 令和３年度

166 国際会議等に必要な経費 平成１３年度 － 120 120 60 点検対象外 現状通り
事業の有効性・効果について適切に検証するととも
に、予算の効率的執行に努め、執行実績を適切に概算
要求へ反映させること。

120 126 6 - 現状通り
国際会議は対面開催が増えてきており、海外出張も徐々に再開されてい
るところ、引き続き予算の効率的執行に努め、執行実績を適切に概算要
求へ反映させていく。

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0165 - - - - - - - 令和３年度

167 雇用対策の総合的推進に必要な経費 平成２０年度 － 3,009 3,009 1,259 

令和４年度公開プロセス
評価結果：事業全体の抜本的な改善

「就職氷河期世代就労・ひきこもり支援」
KPI がそれぞれの自治体の創意工夫に任され過ぎ、全体の把握が難し
い。国レベルの横展開を促進するため、また各自治体の事業規律を高め
るため、改善が必要である。たとえば本交付金を活用した各自治体の具
体的な事業について、自治体ごとの事業の内容、KPI、KPI の達成状況
について精査が必要で、その精査結果を公開すべきである。

「学生の就職・採用活動開始時期等に関するアンケート調査」
事業としてはやるべきだが、就職活動が従前の画一スケジュール方式か
ら、柔軟化に向かっている流れからすれば、この事業の基本を再検討し
て欲しい。たとえば調査結果を用いて何を、どうするかを再考すべきで
あろう。企業の採用活動のあり方、学生の就職活動の現状に対する反省
をふまえた上で、政策の方向を明確に周知できるようＫＰＩに改善を求
めたい。

事業全体の
抜本的な改

善

公開プロセスの結果を踏まえ、事業の見直しを行い、
概算要求に反映させること。

8 1,208 1,200 - 
年度内に
改善を検

討

「就職氷河期世代就労・ひきこもり支援」については、公開プロセスに
おける外部有識者の所見を踏まえて、改善策を検討中。

「学生の就職・採用活動開始時期等に関するアンケート調査」の結果に
ついては、従前より、関係省庁連絡会議の場で就職採用活動日程のルー
ルの見直しに活用されているほか、引き続きHP等で公表し、大学関係者
等にも広く周知していくこととする。

重要政策推進枠：1,200
地域就職氷河期世代支援加速化事
業において、前年度からの事業を
継続して実施するために必要な経
費のほか、骨太2022でこれまでの
施策の効果検証を求められてお
り、また、公開プロセスにおける
「事業全体の抜本的改善」という
評価結果を踏まえ、事業内容・金
額水準にそれらを適切に反映させ
る必要があることから事項要求と
している。

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0166 - - - - - 公開プロセス その他 平成２９年度

168 令和３年度子育て世帯等臨時特別支援事業 令和３年度 令和４年度 2,648,529 2,932,585 2,910,723 点検対象外 終了予定
令和４年度で事業終了予定であるが、事業の適切な進
捗管理、効率的な予算執行に努めること

- - - - 
予定通り
終了

令和４年度で事業終了に向け、各自治体における事業完了状況に応じた
適切な進捗管理、効率的な予算の執行に努めるとともに、事業の評価・
検証を行う。

コロナ予備費（836,475百万円）
令和３年経済対策
世帯給付金等事業
担当室

一般会計

（項）子育て世帯等臨時特別
支援事業費（大事項）子育て
世帯等臨時特別支援事業に必
要な経費

内閣
府

- - - - - - - - ○

169 中長期の経済運営に必要な経費 平成１４年度 － 156 205 143 
随意契約（少額）２事業は、少額故に随意契約が可能であるが、一般競
争契約（最低価格）で対処しえたと思われる。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、調達（契約）方法の検討
を行うとともに、事業の適切な進捗管理、予算の効果
的かつ効率的な予算執行に努めること。

162 174 12 - 現状通り 所見を踏まえ、予算の効果的かつ効率的な執行に努める。 重要政策推進枠：39
政策統括官（経済
社会システム担
当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0168 - - - - - 書面点検 最終実施年度 令和３年度 ○

170
経済財政政策に関する有識者の見解調査・コンセン
サス検討経費

平成２４年度 － 3 3 1 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ
効率的な予算執行に努めること。

3 3 - - 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効果的かつ効率的な予算執行
に努めてまいりたい。

政策統括官（経済
社会システム担
当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0169 - - - - - - - 平成３０年度

171 経済財政政策の効果分析 平成１２年度 － 101 81 21 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、引き続き参入可能な事業者
の事前調査及び参入要件の緩和を検討するなど、一者
応札の是正に努めること。

23 103 80 - 現状通り
一者応札に係わる今後の対処として、30日以上の市場価格調査・公告期
間の確保、分かりやすい仕様書の作成、履行期間の十分な確保に取り組
むこととする。

重要政策推進枠：80
政策統括官（経済
財政分析担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0170 - - - - - - - 令和３年度

172 計量分析一般関連業務 平成１２年度 － 105 39 1 

定量的な成果目標は、時代に即していないと思われる。日刊新聞紙を購
読する人工割合は減少し続けており、成果は、スマホでも閲覧可能な形
でWebにアップし、the number of accessesの経年変化も考慮して、複
合的に成果目標を判断すべきではないか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、成果目標の検討を行うと
ともに、引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

3 43 39 - 現状通り

成果目標のうち、内閣府ホームページへのアクセス件数については、そ
の推移も含め確認しており、これを考慮し、より時代に即したものとな
るよう、引き続き検討を行う。また、今後とも事業の適切な進捗管理、
予算の効果的かつ効率的な予算執行に努める。

重点政策推進枠：40
政策統括官（経済
財政分析担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案
等に必要な経費

内閣
府

- 0171 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度 ○

173 科学技術・イノベーション政策に係る調査等 平成１３年度 － 25 25 14 点検対象外 現状通り
過去の有識者からの指摘を踏まえ、競争性のない随意
契約による場合には真にやむを得ない場合に限るなど
とし、事業を進めること。

23 25 2 - 現状通り 引き続き効果的・効率的な事業の実施に努めることとする。
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

- 0172 - - - - - - - 令和元年度 ○

174 科学技術・イノベーション活動に係る国際活動 平成１４年度 － 25 25 4 点検対象外 現状通り
過去の有識者からの指摘を踏まえ、予算の適切かつ効
率的な執行に努めながら事業を進めること。

25 27 2 - 現状通り 事業の適切な進捗管理、予算の効率的執行に努める。

例年実施している国際科学技術関
係大臣会合を、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止策を講じたうえ
で、オンラインと対面のハイブ
リットで開催するため。

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

- 0173 - - - - - - - 令和元年度

175 科学技術システム改革の推進 平成１８年度 － 31 31 25 点検対象外 現状通り
過去の有識者の所見を踏まえ、引き続き事業の有効
性・効率性・成果について適切かつ的確に検証し、予
算の効果的かつ効率的な執行に努めること。

55 55 - - 現状通り

本事業における調査結果を踏まえ、統合イノベーション戦略2022(令和4
年6月３日閣議決定)において、「価値共創型の新たな産業を創出する基
盤となるイノベーション・エコシステムの形成」の今後の取組方針等に
ついて記載、公表された。令和５年度概算要求においては、既存の調査
内容を見直し・縮減した上で、同戦略を踏まえて新たに世界に伍するイ
ノベーション・エコシステムの形成に向けた調査等を追加。
引き続き事業の有効性・効率性・成果について適切かつ的確に検証し、
予算の効果的かつ効率的な執行に努めることとする。

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

- 0174 - - - - - - - 令和３年度 ○

176 革新的研究開発の推進 平成２２年度 － 3 3 0 

アウトプット、アウトカムの測定方法が抽象的過ぎるのではないか。MS
でも、従前の手法のどこに着目してBreaktroughを図ろうとしているの
か、年度当初の予想との相違等は算定可能。一定の客観的基準がない
と、MSの遂行に緊張感がなくなると思われる。

現状通り
有識者の所見を踏まえ、事業の適切な進捗管理、予算
の効率的執行に努めること。

9 15 6 - 現状通り

ムーンショット型研究開発制度の研究開発活動費用は、関係府省におい
て基金を創設して執行している。内閣府においては、関係府省と連携し
て戦略推進会議を開催し、当該会議においてムーンショット各目標にお
ける研究開発の進捗状況を確認するとともに、今後の方向性について助
言を与えている。また、横断的支援のための会議開催や情報発信のため
のイベント開催を実施することとしており、その役割を踏まえたアウト
プット、アウトカムの設定を考慮する。令和3年度は新型コロナの行動制
限のため見込みと実績に乖離が発生したが、令和４年度以降は、計画通
り推進する予定である。

革新的研究開発に関する情報を国
民・海外研究者に広く発信するた
めの広報活動を行うための経費を
計上したことによる増

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

- 0175 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度

177 科学技術政策におけるEBPM等推進事業 平成２６年度 － 207 207 192 点検対象外 現状通り
過去の有識者の所見を踏まえ、引き続き、事業の適切
な進捗管理、予算の効率的執行に努めること。

203 426 223 - 現状通り

本事業における調査結果については、引き続きエビデンスシステム（e-
CSTI）等を通じて関係機関に共有し、公開可能部分については一般公開
サイトに掲載する。また、政策検討や現状把握に有効な分析となるよ
う、委託先との定期的な会議による進捗管理を行うとともに、委託先間
で情報を共有しつつ連携を促進することにより、予算の効果的・効率的
執行に努める。

新たに重要科学技術領域の検討に
資する分析を行うために必要な経
費を計上したことに伴う増。
重要政策推進枠：180

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

- 0176 - - - - - - - 令和２年度 ○

178 政府のイノベーション化の促進に係る調査・分析 令和元年度 － 47 47 25 点検対象外 現状通り
過去の有識者の所見を踏まえ、引き続き効果的・効率
的な事業の実施に努めること。

45 45 - - 現状通り 引き続き効果的・効率的な事業の実施に努めることとする。
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

- 0177 - - - - - - 令和２年度 ○



179 途上国等における STI for SDGs の推進 令和元年度 令和４年度 124 124 119 点検対象外 現状通り
過去の公開プロセスの議論、有識者の所見を踏まえ、
引き続き効果的・効率的な事業の実施に努めること。

92 92 - - 現状通り 事業の適切な進捗管理、予算の効率的執行に努める。
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の推進に必要な経費、（大
事項）科学技術・イノベー
ション政策の企画立案等に必
要な経費

内閣
府

- 0178 - - - - - - 令和３年度 ○

180 大学支援フォーラムPEAKS 令和元年度 － 58 58 40 点検対象外 現状通り
過去の有識者の所見を踏まえ、引き続き効果的・効率
的な事業の実施に努めること。

120 147 27 - 現状通り
効果的・効率的な事業運営に努めながら、成長を目指す国公私立大学に
対して、成長に必要な大学経営人材の育成プログラムの提供や大学の経
営戦略立案を支援する。

我が国の研究大学は、自らが持つ
知の適切な価値づけにより、新し
い資金の流れを生み出し、その資
金を次代の知の創出の基盤となる
分野へ戦略的に再投資するといっ
た持続的成長を続ける経営モデル
へと大きく転換することが必要で
ある。また、そういった成長を戦
略的に支える人材を広く大学内外
から確保し、育成することも喫緊
の課題として指摘されている。
そのため、令和５年度において
は、令和４年度から引き続き、
PEAKSで培った知見、人脈、手法等
を最大限に活用して確立する経営
戦略モデルおよび経営人材育成ス
キームの体系化を図り、PEAKSに参
加する成長を目指す大学全体に提
供する。加えて、体系化されたモ
デル・スキーム等を活用したPEAKS
自体の自走化の検討を進める。
重要政策推進枠：27

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

- 0179 - - - - - - 令和２年度 ○

181 科学技術・イノベーション基本計画に係る調査等 令和２年度 － 77 77 70 点検対象外 現状通り

過去の有識者の所見を踏まえ、引き続き、一者応札の
現状について、参入可能な事業者の事前調査及び参入
要件の緩和等を検証し説明すること。引き続き、事業
の適切な進捗管理、予算の効率的執行に努めるべき。

82 200 118 - 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効率的執行に努めることとす
る。

第6期基本計画において指標を用い
た進捗状況の把握、評価を継続的
に行うこととなっており、令和5年
度はその中間年度にあたり、年度
内に計画遂行に必要な調査対象分
野や調査分析項目が増加。また、
同じく基本計画に基づき「総合
知」の活用に向けた分析検討やシ
ンポジウムや広報等の強化実施が
必要なことから増額を行う。

重要政策推進枠：62

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

- 0180 - - - - - - 令和３年度 ○

182 安全・安心に関するシンクタンク機能の立上げ 令和２年度 － 300 300 177 点検対象外 現状通り
過去の有識者の所見を踏まえ、引き続き事業の有効
性・効率性・成果について適切かつ的確に検証し、予
算の効果的かつ効率的な執行に努めること。

352 - ▲352 - 現状通り
所見を踏まえて、令和4年度の委託調査においても、引き続き事業の有効
性・効率性・成果について適切かつ的確に検証を行い、予算の効果的か
つ効率的な執行に努める。

これまでの枠組による予算措置を
行わないため

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の推進に必要な経費

内閣
府

- 0182 - - - - - - 令和３年度 ○

183 研究インテグリティに関する調査等 令和３年度 － 20 20 7

定量的目標設定は可能である。例えば、剽窃防止のための講習会の開催
とそれへの出席状況、第三者の査読を経なければ公表できない論文発表
体勢の整備等、内閣府が現状と目標を設定することで、到達目標を可視
的かつ数量的に設定することができる。その実施のためには、監査法人
は不適格である（受諾資金とその利用の正確性しか、監査法人は確認で
きない）。研究体制のチェックが可能な別の主体（著名な国際投稿型雑
誌の編集者等）が入札可能な仕様にするべきである。

現状通り
有識者の所見を踏まえ、適切な目標の設定を行い、引
き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効率的執行に
努めること。

20 20 - - 現状通り

研究インテグリティは、研究の健全性・公正性を指し、従来の不正行為
や、産学連携による利益相反・責務相反に対する適切な対応や安全保障
貿易管理等の法令順守などに加え、近年は、研究の国際化やオープン化
に伴うリスクに対して新たに確保が求められている。「事業概要」およ
び「定量的な目標が設定できない理由」を、「本事業は、研究活動の透
明性を確保し、説明責任を果たすといった新たに確保が求められる研究
インテグリティの取組に関するものであること」および「事業内容は、
(研究機関等における不正行為防止対策の実施状況の調査ではなく)今後
の政策に活用することを目的とした諸外国の動向や、研究機関における
課題および潜在的リスクなどの調査であること（それ故、定量的な目標
を設定することが困難であること）」が明確になるように改訂した。よ
り良い目標設定ができないか検討しつつ、事業の適切な進捗管理、予算
の効率的執行に努めることとする。

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
科学技術・イノベーション政
策の企画立案等に必要な経費

内閣
府

新
21

- 0003 - - - - 書面点検 前年度新規 - ○

184
国立研究開発法人日本医療研究開発機構出資に必要
な経費

平成２８年度 令和２７年度 - - - 点検対象外 現状通り
当業務を通じて得られた知見を基に、AMEDが適切に民
間企業等に支出・回収するよう事業管理に努め、効果
的･効率的な予算要求及び予算執行を行うこと。

- - - - 現状通り
国立研究開発法人日本医療研究開発機構が適切に民間企業等に資金を支
出・回収するよう事業管理に努める。

日本医療研究開発
機構担当室

一般会計

（項）国立研究開発法人日本
医療研究開発機構出資（大事
項）国立研究開発法人日本医
療研究開発機構出資に必要な
経費

内閣
府

- 0185 - - - - - - - 平成３０年度

185
健康・医療分野におけるムーンショット型研究開発
等事業

令和元年度 令和８年度 5,000 5,000 5,000 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施、予算の適切
かつ効率的な執行に努めること。

- - - - 現状通り
所見の通り、引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効率的かつ適正
な執行に努めることとする。

日本医療研究開発
機構担当室

一般会計
（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
研究開発の推進に必要な経費

内閣
府

- 0186 - - - - - - - 令和２年度 ○ ○

186 ワクチン・新規モダリティ研究開発事業 令和３年度 令和８年度 150,400 150,400 150,400 点検対象外 現状通り
事業の適切な進捗管理、予算の効率的執行に努めるこ
と。

- - - - 現状通り
所見の通り、引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効率的かつ適正
な執行に努めることとする。

日本医療研究開発
機構担当室

一般会計
（項）科学技術・イノベー
ション推進事務局（大事項）
研究開発の推進に必要な経費

- - - - - - - - - ○ ○

187 健康・医療戦略の推進に必要な経費 令和３年度 － 35 35 31

「調査をする」、しかし「終了予定なし」。シートにこの言葉がある
と,事業内容を細かく拝見したくなる。責任を感じるからである。第１
に調査内容の質やボリュームと比べて、この金額は妥当かどうかを考え
る必要があり、また30百万円と1百万円が、調査コンサルタントの世界
で妥当かどうか、これも気になる。第２に政策に反映できたかどうかも
考える必要がある。事業の有効性のところに書いてある文言だけでは信
用できない。そもそも、内閣府は多くの調査をさまざまな会社に､外注
に出しているが、これらの「調査」の質と量全体を一度、第三者に匿名
で審査してもらう機会が必要かもしれない。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、外部点検の実施の検討を
含め、事業の適切な進捗管理、予算の効率的執行に努
めること。

35 35 - - 現状通り

本事業においては、より有用な調査となるよう調査項目について精査す
るとともに、一般競争入札（総合評価方式）を実施して実施事業者を選
定しており、金額の妥当性を担保するための取組を行っている。また、
得られた調査結果については政策の方向性を検討するための外部有識者
会議において基礎データに活用するなどしている。

健康・医療戦略推
進事務局

一般会計
（項）健康・医療戦略推進事
務局（大事項）健康・医療戦
略の推進等に必要な経費

内閣
府

新
21

- 0004 - - - - 書面点検 前年度新規 -

188 災害対策本部予備施設等の改修に要する経費 平成２６年度 － 23 22 20 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見も踏まえつつ、引き続き、目
的に適う改修工事であるか、事業の適切な進捗管理、
予算の適切かつ効率的な執行に努めること。

- 107 107 - 現状通り
過去の有識者の所見も踏まえ、目的に適う改修工事であるかを確認し、
事業の適切な進捗管理、予算の適切かつ効率的な執行に努める。

重要政策推進枠：107
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）内閣本府施設費（大事
項）内閣本府施設整備に必要
な経費

内閣
府

- 0187 - - - - - - - 令和２年度

189 中央防災無線網の施設整備及び管理に要する経費 平成１２年度 － 722 1,051 1,040 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、引き続き、中央防
災無線網を利用する各機関と緊密に連携し、適切かつ
効果的・効率的な運用管理に努めること。

987 1,026 39 - 現状通り

・中央防災無線運営要領に基づき、中央防災無線網を利用する各機関毎
に運用管理者を定め、電波法等の遵守及び適切な運用管理を行ってい
る。　　                                         ・会議や訓練等で
各機関との連携を深め、設備障害対応事例及び災害時の活動運用事例等
を共有することにより、迅速な障害復旧及び災害対応時の円滑な運用に
努めているところ。　　　　　　・中央防災無線網設備全体の最適化及
び新技術導入を検討し、引き続き、コスト縮減及び資産管理の効率化に
努める。

重要政策推進枠：138
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0188 - - - - - - - 令和元年度

190 総合防災訓練大綱に基づく総合防災訓練に係る経費 平成２６年度 － 78 78 81 点検対象外 現状通り

過去の外部有識者の所見を踏まえ、訓練において明ら
かとなった課題について改善を図り見直しを行うな
ど、事業の適切な進捗管理を行うとともに、効果的・
効率的な事業の実施に努めること。

80 101 21 - 現状通り

過去の有識者の所見も踏まえ、訓練において明らかになった課題に関し
て、業務の手順や訓練方法の改善等を行いながら事業を進めているとこ
ろ。
引き続き、事業の適切な進捗管理を行うとともに、競争性を確保した契
約を行い予算の効率的かつ適正な執行に努める。

重要政策推進枠：28
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）
防災基本政策の企画立案等に
必要な経費

内閣
府

- 0189 - - - - - - - 令和２年度



191 現地対策本部設置に係る施設の改修に要する経費 平成２６年度 令和３年度 - 101 95 点検対象外 終了予定
今後、同様の事業を実施する際は、当該事業の知見を
最大限生かして、効率的、効果的な事業の実施に努め
ること。

- - 101 - 
予定通り
終了

本事業については、昨年度の工事完了をもって終了となった。
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）内閣本府施設費（大事
項）内閣本府施設整備に必要
な経費

内閣
府

- 0190 - - - - - - 令和３年度

192 栄典事務の適切な遂行に必要な経費 明治９年度 － 2,757 2,757 2,757 点検対象外 現状通り
予算の効率的執行に努め、執行実績や執行見込を適切
に概算要求に反映させること。

2,742 2,743 1 - 現状通り

褒章品製造請負においては、造幣局を含む契約予定相手方と価格交渉を
毎年実施している。
引き続き、価格交渉を行うことによる経費削減を目指し、概算要求には
勲章等の在庫数の適正化を図りつつ、執行実績や執行見込みを反映させ
る。

賞勲局 一般会計
（項）栄典行政費（大事項）
栄典事務の適切な遂行に必要
な経費

内閣
府

- 0191 - - - - - - - 令和３年度

193 食品安全確保総合調査費 平成１５年度 － 60 60 20 
基本的には適切だと思われる。但し、受託者には、大学の農学部、薬学
部であって、この事業に適する部署も応札、入札可能なような仕様が臨
まれる。純粋な研究機関の関与があった方が、より良いと思われる。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、調達の仕様を検討するこ
と。予算の効率的執行に努め、不用額が生じているこ
とも踏まえ、執行実績を適切に概算要求に反映させる
こと。一者応札の現状について、引き続き参入可能な
事業者の事前調査及び参入要件の緩和を検討するな
ど、一者応札の是正に努めること。

60 60 - - 現状通り

事業を実施する際には、新規の応札者の開拓に資するよう調達の仕様の
更なる検討を行うとともに、引き続きＳＮＳやホームページ等を活用
し、応札者の増加に向けて取り組む。また、外部専門家を含む「研究・
調査企画会議」による意見も踏まえ、適切な事業実施に努める。

食品安全委員会 一般会計
（項）食品安全政策費（大事
項）食品安全の確保に必要な
経費

内閣
府

- 0192 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度 ○

194 食品安全行政の充実・強化経費 平成１５年度 － 44 44 18 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的・効率的な事業実施に努め、不用額
が生じていることも踏まえ、執行実績を適切に概算要
求に反映させること。

44 68 24 - 現状通り

昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受けたところであるが、執
行実績や令和５年度の執行見込みも勘案して予算要求を行った。引き続
き事業の実施及び適正な進捗の管理、効率的かつ適正な予算の執行に努
める。

重要政策推進枠:23 食品安全委員会 一般会計
（項）食品安全政策費（大事
項）食品安全の確保に必要な
経費

内閣
府

- 0193 - - - - - - - 平成３０年度

195 迎賓館施設整備に必要な経費 昭和５４年度 － 1,135 77 49 点検対象外 現状通り

引き続き、国賓等の接遇や一般参観等に支障が生じな
いよう最適な施設整備計画を策定の上、事業の実施及
び適正な進捗管理、予算の効率的かつ適正な執行に努
めること。

1,066 1,495 429 - 現状通り

事業の優先度、有効性等を踏まえ、中長期にわたる施設整備計画を必要
に応じて見直しを行いつつ、引き続き、予算の効率的かつ適正な執行に
努めるとともに、国賓等の接遇や一般参観に支障が生じないよう、同計
画に基づき適切な要求に努める。

重要政策推進枠：313 迎賓館 一般会計
（項）内閣本府施設費（大事
項）内閣本府施設整備に必要
な経費

内閣
府

- 0194 - - - - - - - 令和元年度

196 クールジャパン戦略推進経費 平成２７年度 － 65 97 81 

定量的な成果目標の設定は難しい事業であるが、SNSでの話題性は着眼
点としては悪くないように思う。しかし、食関連に絞っていること、世
界五か国の選定が疑問である（SNSの分析が可能な国は限られるとはい
え）ほか、目標を他国との比較ではなく、絶対量とすることを検討して
いただきたい。また、日本の何が話題になっているのかを分析し、日本
の売りは何なのか（本当にゲーム、漫画、アニメ、食等なのか）を再検
討してもよいように考える。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、成果目標及び「日本の売
りは何なのか」を検討し、何が日本の魅力なのか説明
できるようにすること。事業の有効性・効果について
適切に検証するとともに、予算の効率的執行に努め、
執行実績を適切に概算要求に反映させること。

66 79 13 - 現状通り

成果目標等については、今後より適切な目標設定を検討した
い。また、執行実績を適切に概算要求に反映させるとともに、
2025年大阪・関西万博に向けてCJ戦略をより推進できるよう、
日本の魅力の磨き上げや発信力の強化を目的とした取組に係る
予算等を概算要求している。

重要政策推進枠：20
知的財産戦略推進
事務局

一般会計
（項）知的財産戦略推進事務
局（大事項）知的財産戦略推
進事務局の運営に必要な経費

内閣
府

- 0195 - - - - - 書面点検 その他 平成２９年度

197 北方地域旧漁業権者等貸付事業 昭和３６年度 － 153 153 117 

・「独法評価の年度評価結果のB評価以上の割合」が指標として上がっ
ているが、これは適切であるとは思えない。所管官庁として利益相反に
見えるので、当該目標を掲げるべきではない。
・必要性について、「独立行政法人である協会が実施する必要があ
る。」とあるが、内閣府が責任を負っており、法人に命令するものであ
るので、内閣府の立場では、「必ずしも有効に実施されないおそれがあ
る。」で止めた方がよい。
・「単位当たりコスト等の水準」について、「個人信用情報照会システ
ムは、借入申込者の債務や返済状況を正確に把握することが可能であ
り、融資事業の与信審査の正確性を高めるとともに、将来的な不良債権
の増加を抑制し、リスク管理債権及び貸倒コストの縮減に寄与している
ことから、妥当と思料する。」とされている。当該単位当たりのコスト
は、２万円～３万５千円程度である。類似のシステムと比較してコスト
水準が逸脱していないかという説明が必要ではないか。
・「活動実績は見込みに合ったものであるのか。」は昨年度の事業の実
態を質問している。今後の方向性については「改善の方向性」に書くべ
きではないか。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、成果目標等を検討、事業
の必要性・有効性・硬化性について適切に検証するこ
と。効果的な補助金等活用のためのフォローアップを
行い、予算の効率的執行に努め、執行実績を適切に概
算要求に反映させること。

156 157 1 - 現状通り

・「独法評価の年度評価結果のB評価以上の割合」に関する指標
は、外部有識者からの所見を踏まえ、次期中期目標の作成にあ
わせて、見直しを検討することとしたい。
・「地方自治体、民間等に委ねることができない事業か。」に
対する「評価に関する説明」は、外部有識者からの御指摘のと
おり修正した。
・「単位当たりコスト等の水準は妥当か。」に対する御指摘に
ついて、個人信用情報機関にはCIC（信販系）、JICC（貸金業者
系）、KSC（全国銀行協会）があり、協会が加盟可能なのはCIC
のみである。個人信用情報は「CRIN」というネットワークで共
有されており、情報照会の際は、３機関のデータベースから抽
出された情報が得られ、照会料も３機関に支払われる形となっ
ているため、情報の質やコストは妥当と思料する。
・「活動実績は見込みに見合ったものであるか。」に対する
「評価に関する説明」は、外部有識者からの御指摘のとおり修
正した。

北方対策本部 一般会計
（項）北方対策本部（大事
項）北方領土問題対策に必要
な経費

内閣
府

- 0196 - - - - - 書面点検 最終実施年度 令和３年度 ○

198 独立行政法人北方領土問題対策協会運営費交付金 平成１５年度 － 1,338 1,338 1,338 

・【北方地域旧漁業権者等貸付事業】と記述内容の重複が多い。区別す
る必要がないのであればレビューシートを統合してはどうか。
・中期目標中、「青少年や教育関係者に対する啓発」「四島交流事業」
「調査研究」「元島民等の援護」「北方地域旧漁業権者等への融資」に
ついては指標が上がっていない。
・「独法評価の年度評価結果のB評価以上の割合」」が指標として上
がっているが、これは適切であるとは思えない。所管官庁として利益相
反に見えるので、当該目標を掲げるべきではない。
・必要性について、「独立行政法人である協会が実施する必要があ
る。」とあるが、内閣府が責任を負っており、法人に命令するものであ
るので、内閣府の立場では、「必ずしも有効に実施されないおそれがあ
る。」で止めた方がよい。
・「活動実績は見込みに合ったものであるのか。」は昨年度の事業の実
態を質問している。今後の方向性については「改善の方向性」に書くべ
きではないか。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、北方地域旧漁業権者等貸
付事業との関連及び成果目標等の検討、事業の必要
性・有効性・硬化性について適切に検証すること。効
果的な補助金等活用のためのフォローアップを行い、
予算の効率的執行に努め、執行実績を適切に概算要求
に反映させること。

1,343 1,567 224 - 現状通り

・「独立行政法人北方領土問題対策協会運営費交付金（事業番
号2022-府-21-0198）」については独立行政法人北方領土問題対
策協会一般業務勘定運営費交付金を、「北方地域旧漁業権者等
貸付事業（事業番号2022-府-21-0197）」については北方地域旧
漁業権者等貸付事業費補助金をそれぞれ財源としており、ま
た、独立行政法人北方領土問題対策協会法第12条により、貸付
業務に係る経理については、一般業務に係る経理と区別し整理
しなければならないと規定されているため、２つの事業単位と
して整理している。
・「活動目標及び活動実績（アウトプット）」及び「独法評価
の年度評価結果のB評価以上の割合」に関する指標は、外部有識
者からの所見を踏まえ、次期中期目標の作成にあわせて、見直
しを検討することとしたい。
・「地方自治体、民間等に委ねることができない事業か。」に
対する「評価に関する説明」は、外部有識者からの御指摘のと
おり修正した。
・「活動実績は見込みに見合ったものであるか。」に対する
「評価に関する説明」は、外部有識者からの御指摘のとおり修
正した。

重要政策推進枠：365 北方対策本部 一般会計

（項）独立行政法人北方領土
問題対策協会運営費（大事
項）独立行政法人北方領土問
題対策協会運営費交付金に必
要な経費

内閣
府

- 0197 - - - - - 書面点検 最終実施年度 令和２年度 ○

- - - - - -
10,768,480 11,228,069 10,828,738 1,043,009 560,134 ▲482,674 ▲1 

10,245 11,154 10,189 10,459 16,563 6,104 - 

3,302,810 3,222,999 3,105,042 3,255,407 - ▲3,255,407 - 

2,607,227 2,606,031 2,603,591 2,544,227 3,079,408 535,181 

1,844 1,844 1,584 1,865 1,985 120 

39,700 15,417 7,224 18,416 - ▲18,416 

13,375,707 13,834,100 13,432,329 3,587,236 3,639,542 52,508 

12,089 12,997 11,773 12,324 18,548 6,224 

3,342,510 3,238,417 3,112,267 3,273,823 - ▲3,273,823 

注１．　該当がない場合は「－」を記載し、負の数値を記載する場合は「▲」を使用する。

注２．「執行可能額」とは、補正後予算額から繰越額、移流用額、予備費等を加除した計数である。

注３．「反映内容」欄の「廃止」、「縮減」、「執行等改善」、「年度内に改善を検討」、「予定通り終了」、「現状通り」の考え方については、次のとおりである。

　　　　「廃止」：令和４年度の点検の結果、事業を廃止し令和５年度予算概算要求において予算要求を行わないもの（前年度終了事業等は含まない。）

　　　　「縮減」：令和４年度の点検の結果、見直しが行われ令和５年度予算概算要求において何らかの削減を行うもの（事業の見直しを行い、部分的に予算の縮減を行うものの、事業全体としては概算要求額が増加する場合も含む。）

　　　　「執行等改善」：令和４年度の点検の結果、令和５年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、明確な廃止年限の設定や執行等の改善を行うもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものに限る。）

　　　　「年度内に改善を検討」：令和４年度の点検の結果、令和５年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、令和３年度末までに執行等の改善を検討しているもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものは含まない。）

　　　　「予定通り終了」：前年度終了事業等であって、予定通り事業を終了し令和５年度予算概算要求において予算要求しないもの。

　　　　「現状通り」：令和４年度の点検の結果、令和５年度予算概算要求の金額に反映すべき点及び執行等で改善すべき点がないもの（廃止、縮減、執行等改善、年度内に改善を検討及び予定通り終了以外のもの）

注４．予備費を使用した場合は「備考」欄にその旨を記載するとともに、金額を記載すること。

行政事業レビュー対象　計

一般会計

エネルギー対策特別会計電源開発促進勘定

年金特別会計子ども・子育て支援勘定

行政事業レビュー対象外　計

一般会計

エネルギー対策特別会計電源開発促進勘定

年金特別会計子ども・子育て支援勘定

合　　　　　計

一般会計

エネルギー対策特別会計電源開発促進勘定

年金特別会計子ども・子育て支援勘定


	（様式１）反映状況調 

